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●はじめに～キルギス共和国のウイグル人とは 
 中華人民共和国新疆ウイグル自治区の主体民族であるテュルク系ムスリム
のウイグル人は、中国領域内に約 950 万ほどの人口を有する。ウイグル人は
中国領のみならず中央アジアにも相当数居住し、現在、中央アジア最大のウ
イグル人口を抱えるのは、中国と国境を接するカザフスタンの 25 万人であ
る。カザフスタンにおけるウイグル人社会については、岡奈津子や新免康、
リズワン・アブリミティらによる詳細な調査記録が存在する（注１）が、カザフ
と同様に中国と国境を接するキルギス共和国に居住し、自らを「ウイグル人」
であると国に民族登記しているウイグル人に関するデータは、少なくとも日
本語で見たことがない。 
 そこで筆者が 2009～10年の 2度に渡って現地調査した結果に基づいて、彼
らの居住地やコミュニティの状況、民族組織の歴史、当地のウイグル語新聞
史、宗教情況等を以下に紹介したい。 
 
 
キルギス共和国のウイグル人（水谷 尚子） 
 178 
１，キルギス共和国のウイグル人社会 
（１）ウイグル人居住地について 
 キルギス共和国のウイグル人総人口はカザフスタンの約 5分の 1の約 5 万
人で、彼等の生業は工場労働者や農民、商人が多く、カザフのウイグル人に
比べると高等教育を受けた者が極端に少ない。旧ソ連中央アジア在住ウイグ
ル人の著名人や知識人は大抵カザフで暮らしており、両国で刊行されている
『ウイグル名人録』は、書籍の厚さが違う（注２）。「1950～60 年代、新疆か
らソ連に越境してきたウイグル人のうち、高学歴者や著名人はカザフスタン
に、工場労働経験者はフルンゼ（現ビシュケク）に分けられた」との証言も、
地元の複数の移民経験者から聞いた。 
 カザフとキルギスでは、ウイグル人居住地についても様相は、かなり異な
っている。移民してきた時期が清末か中華人民共和国成立以降かを問わず、
カザフのウイグル人はアルマトイ及びジャルケントにほぼ集中して暮らして
いるのに対し、キルギス共和国のウイグル人は国内各地に点在して暮らして
おり、清末に新疆から移住してきたウイグル人はオシュ郊外（カシュガル人
が多数）やカラコル（タランチ。イリからの移民が比較的多い）などの農村
や地方都市に多く、彼らは主に農業に従事している。一方で首都ビシュケク
及びその近郊に住むウイグル人は 1950～60 年代にやってきた者が多く、ソ
連政府がパクロフカ、アラミディン、マラウディン、トゥクルダシなどに工 
 
 
 
 
 
 
 
 ウイグルレストラン。キルギスでは飲食業
を営むウイグル人が多い 
ビシュケク郊外ウイグル村リビディノフカ
の風景 
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場労働の場と住まいを与え、定住させた。ソ連解体後、彼らの多くが商人に 
職業替えしている。 
 ビシュケク及び首都に隣接する地域で、ウイグル人が最も多いのはパクロ
フカとリビディノフカで、この 2 箇所でビシュケク及びその近郊在住ウイグ
ル人の約 60％を占める。上述した地名以外ではトゥクルダシ、アラトウ、セ
ロワストク、テス、キョクヤルにウイグル人集落がある。 
 アラミディンには「ウイグルスキコワダラット（ウイグル人区画）」と呼
ばれるウイグル人が集住する団地があり、ここは 1981 年トゥクルダシ（ビ
シュケク中心部の「セントラルミジッティ＝中央モスク」から近い場所）の
区画整理をした際に、道路拡張工事などで住めなくなったウイグル人たちが
割り当てられ、移住したことに始まる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ビシュケクから比較的近い地方都市ではカラバルタ（ビシュケクより西
方・カシュガルなど南疆出身者が比較的多い）、キンブルン（オシュへ抜け
る途上）、トクマク（ビシュケクより東、清末民初に来た者が多い）。首都
から遠い地域ではカラコル、オシュ郊外の農村カシュガルキシュラク（ただ
し多くが既にウズベク人に同化している）などに集住している。 
 新聞『イッティパク』の編集部によると、集落毎の販売量はパクロフカ 400
部、リビディノフカ 300 部、アラミディン 120 部、ミクラライオンの 3・4・
ビシュケク郊外アラミディンのウイグル団
地 
アラミディン・ウイグル団地のジギトベシ
（オスマノフ･アブドゥキリム・ユスフウィ
チ）と、彼の肝いりで 2005 年に建設され
たウイグル人集会施設 
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5・6・7の各区で（この地域は全部で 12区ある）各 50部、キョクヤルで 40
部、アラトウで 110部、テスで 120部。カラバルタで 140部、トクマクで 120
部などだという。 
 
参考 “Population and Housing Census of the Kyrgyz Republic of 2009” 
Population of Kyrgyzstan Book2(part1) Bishkek-2010 
キルギス共和国の人口統計より（人口統計は 10年に 1度公表される） 
           ＊ウイグル人はキルギス全人口の約 1％を占める 
       1989年  1999年  2009年 
全人口 4,257,755 4,822,938 5,362,793 
ウイグル人人口 36,779 46,944 48,543 
   内、都市生活者   22,200 21,530 
   内、農村生活者   24,744 27,013 
地域別ウイグル人人口       
  ビシュケク市内   13,143 13,380 
  チュイ州（注：首都近郊）   14,706 15,276 
  オシュ市内   932 802 
  オシュ州（注：市内を含まず）   9,420 11,181 
  ジャララバード州   3,776 3,271 
  イシククル州   3,969 3,897 
  バトケン・ナルン・タラス各州合計   998 736 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1, ビシュケク市  2, バトケン州  3, チュイ州  
4, ジャララバード州  5, ナルン州 
6, オシュ州  7, タラス州  8, イシククル州  
9, オシュ市 
9 
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（２）ジギトベシの役割 
 マハッラ（集落）の長である「ジキトベシ」を選出する習慣はソ連時代に
も継承されて禁止されなかったが、ソ連の公務員は伝統的行事に参加したら
罰則があったので、この時代にジギトベシに選出されるのは公務員以外の者
であった。 
 今も昔も選出されたジギトベシ（注３）は、ウイグル人マハッラ（コミュニテ
ィ）の冠婚葬祭時の纏め役などとして活躍する。ある程度生活に余裕がある
人材が、大抵は選ばれる。トゥルスン・タイなどのキルギス在住ウイグル人
資産家は年中行事にジギトベシを誘い、日頃のコミュニティへの貢献に感謝
して謝金を出しているが、所謂定期的給与はない。キルギスで刊行されてい
るウイグル語新聞『イッティパク』は、ジギトベシとボランティアによって
各マハッラの家庭に配布される。カザフスタンで刊行されている新聞は、郵
送が主な購読手段だが、キルギスでは基本的に一括してジギトベシらが各家
庭と連絡やコミュニケ－ションをはかりつつ、配布するという。 
 キルギスのウイグル人組織「イッティパク」の下にはジギトベシ・アクサ
カル会議があり、不定期にウイグル人各マハッラのジギトベシやアクサカル
（長老）が全国から集まって、会合を持っている。ジギトベシやアクサカル
はビシュケク一帯で 15名ほど、全国では 35名ほどの数だという。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウイグル人組織「イッティパ
ク」のジギトベシ・アクサカ
ル会議 
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（３）集落ごとのマスジット（ミジッティ、モスク）について 
 ウイグル人集落には必ずモスクが存在し、それらはソ連解体後にウイグル
人住民の浄財で建設された。しかし、モスクのイマム（イスラーム宗教者）
はキルギス政府宗教局から派遣されてくるため、ウイグル人の喜捨で建設し
たモスクにウイグル人イマムだけということはあり得ず、キルギス人やドゥ
ンガンのイマムも働いている。ただし、宗教局はある程度は人材派遣につい
ての要望は聞き入れてくれるという。 
 ビシュケク市内及び近郊のウイグル人がよく礼拝に行くモスクを、以下に
挙げておく。 
・リビディノフカ→「ムスタファ・マスジッド」（建設に献金したアラブ人
の名がつく） 
・パクロフカ→「ドスルク・マスジッド（友誼のためのモスク）」 
・トゥクルダシ→「アク・マスジット（白いモスク）」 
・トゥクルダシ→上記以外にもう一つあり「小モスク」と言われている 
・アラミディン→「アラミディン・マスジット」 
・セロワストク→「マフムート・カシュガリ・マスジッド」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リビディノフカのムスタファ・マスジット リビディノフカのロウズィイリム・ミジット（パ
ルハットハジというウイグル人が、彼の父
の為に建設した私設モスク） 
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パクロフカのドスルク・マスジット パクロフカ住民が葬られているウイグル
人墓地 パクロフカのジギトベシであるト
ゥルスン・アベイドッラが案内してくれた 
トゥクルダシのアク・ミジット 
アラミディン･ウイグル団地マスジット
の門と、後ろは団地群 
アラミディン･ウイグル団地マスジット 
1992年に建設された 
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（４）首都及びその近郊のウイグル人バザール 
 アトシュ出身のウイグル人と地元キルギス人が 1992 年頃に共同で作った
トゥルバザールは、主に新疆から来たウイグル商人が利用し、繁盛していた
が 2000 年失火で焼失。幸い死者はいなかった。失火原因については諸説噂さ
れたものの、詳細は不明のままだ。その後、漢人商人が市場を再建したが誰
も利用せず、荒れ果て放置されたままとなっている。 
 現在、最も繁盛しているウイグル人経営の市場はワストックピエットにあ
るメディナバザールで、中国と手広く交易するウイグル人トゥルスン・タイ
が経営している（注４）。 
 カザフスタンからビシュケク市内に抜ける幹線道路に沿ったアラミディン
にあるドルトイバザールにもウイグル商人はいるが、ここはどちらかと言え
ば漢人商人が多い。 
 
２，キルギス共和国のウイグル人組織 
   ～「キルギス共和国ウイグル協会（通称：イッティパク）」について 
（１）最初の民族組織「サダ」から「キルギス共和国ウイグル協会（イッテ
ィパク）」へ 
 キルギスで最初にウイグル人の民族組織が結成されたのは 1982 年、ソ連時
代末期であった。中国で改革開放政策が始まり、ソ連と中国の国境が開くと 
ソ連領中央アジアと新疆の両側に住むウイグル人の往来が再開され、中央ア
ジア在住ウイグル人の民族意識が刺激された。とりわけ中国共産党が新疆を
実効支配した後の 1950～60 年代に新疆からソ連に移住（もしくは亡命）して
きた人々が民族文化存亡の危機感を抱くようになり、ウイグル歌謡や舞踊を
ソ連の人々に紹介するための文化組織「サダ」の結成に尽力した。キルギス
初のウイグル語新聞をのちに発行することになる新聞記者のムザッパル・ク
ルバノフ（クルバンとも）とアクバルジャン・バルドノフ（バウディンとも）、
画家のサビット・ババジャノフ（ババジャンとも）らである。彼らは当時 40
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歳代後半から 50 歳位で、新疆に生まれ、子供の頃にソ連側に移住したウイグ
ル人である。キルギスには清朝末期にロシアに移住したウイグル人もいるが、
彼らが民族組織の中心的存在になるのは極めて稀である（例外的に、後述す
る哲学者エジィズィ・ナズィムバエフなどの事例もある。清末移住者 3 世の
エジィズィはイッテパクでは長老として一定の発言権を持っている）。 
 「サダ」はソ連共産党が活動を許可した合法組織で、前述のアクバルジャ
ンは「ソ連邦では民族ごとの政治的活動は許可されなかったけれど、どうい
う形であれウイグル人が合法的に集える場が私たちは欲しかった。そのため
歌舞団体ということで『サダ』を結成した」と語っている（筆者 2010 年調査
による）。 
 「サダ」結成から 6 年後の 1988 年、ソ連共産党の党書記ゴルバチョフはペ
レストロイカやグラスノシチを主張し、民族政策を大幅に緩和した。その影
響を受けて同年キルギスに住むウイグル人の間では、広域な民族団体結成を
望む声が高まり、1950～60 年代初頭に新疆から移住してきた 15 人程のウイ
グル人を中心に、「組織結成準備会」が作られ、国（当時はソ連邦）に団 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウイグル人哲学者エジィズィ・ナズィ
ムバエフと筆者 
ウイグル語新聞「イッティパク」編集長アク
バルジャン・バルドノフと、その妻でリビデ
ィノフカの小中学校でウイグル語を教えて
いる教師のパリダ 
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体結成を嘆願した。1 年の準備期間を経て、1989 年 11 月 17 日にウイグル人
団結組織（通称）「イッティパク」が成立した。事前に「政治活動のための
組織ではなく文化機関として活動するという前提で、政府から組織結成の内
諾は得ていた」という。前述の「サダ」は、「イッティパク」が結成される
と、その目的を達したため、解散した。 
 
（２）イッティパクの加盟者 
 「イッティパク」は規約で、「キルギスに居住する全てのウイグル人が組
織の傘下となる」と規定しているが、加盟者を集計したり強制的に会費を徴
収したりは、結成から現在に至るまで行っていない。運営費は全て、寄付に
よってまかなう。その理由について、キルギス民族大学（現バラサホン大学）
の元歴史学部教授エジィズィ・ナズィムバエフ、及び元イッティパク主席の
ロウズィメメット・ハジは、次の点を指摘する。 
―（ロウズィメメット）「ソ連時代、民族の平等を謳った憲法に反し、連邦
国家構成民族でないウイグル人への差別は明らかに存在した。それが原因で
多くのウイグル人が、国が行う民族登録を、『ウズベク』などに変更した。
ウズベクやキルギスと民族登録しながら、実はウイグル人であるという人々
にも開かれた組織となるよう、誰でも行事に参加できる緩やかな連合体のま
まにしておきたいから、民族を腑分けするメンバーカード発行などは、協会
として行わないことにした」― 
―（ナズィムバエフ）「なぜ加盟者を厳密に登録しないかについて理解する
ために、まずは私自身の経験を聞いてほしい。私は 1924 年にキルギスのカラ
コルで生まれ、ビシュケクで暮らす 85 歳の老人（2010 年インタビュー時）
で、祖父の代の 1883 年、つまり清末にカシュガルからカラコルに移民した第
3 世代にあたる。スターリン時代 ソ連邦に加盟する共和国を持たなかったウ
イグル人は、学校で学ぶにも制限があり、就職も難しかった。私が中学高校
に通っていた時、民族登録票にウイグル人と書いて提出すると、学費 500 ル
ーブルを要求された。ロシア人もキルギス人も学費を支払わなくてよかった
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のに。その後、私は大学に行きたいが為に、第二次世界大戦に紅軍の一兵卒
として従軍し、その『祖国貢献』から、戦後やっと学費免除で大学入学を許
可され、モスクワ大学で哲学修士を取得してキルギスに戻り、バラサグン大
学で教鞭を執った。このように 1940～50 年代のソ連でウイグル人が学問を修
めるのは大変なことだった（注５）。私と同様の歴史経験を持つローカルのウイ
グル人にも抵抗なく組織に来てもらえるよう、メンバー登録という拘束的シ
ステムを採択するのはやめようと皆が考えた」― 
―（ロウズィメメット）「私は 1952 年グルジャ生まれ。1955 年に新疆ウイ
グル自治区が成立すると、父とカザフのアルマ・アタ（現アルマトイ）に逃
れてきた。私の学生時代はちょうど中ソ関係が悪化の一途を辿っていた時代
で、中国で文化大革命が始まると、中央アジアでは更に中国への蔑視が強く
なり、ソ連の人々は私たちを『ヒタイ（中国人）』と呼んで差別した。あの
時代は高学歴者や著名人でもない限り、なかなか自分をウイグル人とは名乗
れなかった。一方で、ウイグル人と漢人の区別さえ分からぬ庶民と違ってモ
スクワの党中央は、中ソ関係が悪化したフルシチョフ時代、ウイグル人が何
者かをちゃんと分かっており、我々を『国策の駒』として利用した。ソ連領
のウイグル人をモスクワの各大学に進学させ、国家機関に仕事を割り当て、
反中国宣伝工作や調査研究の仕事に従事させたのだ。この政策は、新疆と 
ソ連邦のウイグル人同胞の間に、亀裂を生じさせた。私は大学では史学を専
攻したが、国のこうした方針に疑念を抱き、反政府組織に出入りし、反体 
制歌を歌い、三年時に退学処分となった。このような歴史的経緯から、中央
アジアのウイグル人は国の民族政策に大変敏感で懐疑的だ。今後どこでどう
利用されるか分からないので、個人を厳密に特定するデータを作りたくな 
い」― 
 
（３）イッティパクの発起人たち 
 「サダ」の主催メンバーと「イッティパク」結成に尽力した人々はほぼ同
じで、現地調査した 2010 年当時、彼らは大凡 70 歳前後であった。以下中心
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メンバー2 人を簡単に紹介する。 
①ムザッパル・クルバノフ  
 夜間大学で新聞学を学び、ソ連時代 1957 年カザフのアルマ・アタ（現アル
マトイ）で発刊された新聞『共産主義の旗』と同紙副刊物『エンギ・ハヤッ
ト（新生活）』（1972 年～1996 年頃停刊）のキルギス・フルンゼ駐在記者だ
った人物。彼は現在、『共産主義の旗』の後身で、カザフスタンで刊行され
ている『ウイグル・アワズィ』の在キルギス記者をしている。余談だが『共
産主義の旗』の副刊行物『エンギ・ハヤット』は、変形アラビア文字表記の
ウイグル語で当時 200～300 部刊行され、中央アジアのウイグル人は本紙より
こちらの方を好んで読んでいたという。1997 年キルギスで発行されたウイグ
ル語新聞『ヴィジダン・アワズィ（自由の声）』の編集長を勤め（後述、2001
年に廃刊）、レストラン経営もしている。 
②アクバルジャン・バルドノフ 
 アクバルジャンは 1942 年グルジャに生まれ、1959 年新疆大学機械工学部
に入学するが、1963 年に一家でソ連移住。現在はキルギス国立大学東洋学部
副教授で、ウイグル文学研究者。イッティパク設立から現在に至るまで中央
委員会のメンバー。2006 年から 09 年まではイッティパクのジギトベシ・ア
クサカル会議代表に選出された。アクバルジャンの祖父イミンジャン・バウ
ディンはカザン大学で学び、ウイグル語書籍『イリ史』を記した人物。父ア
ブドゥラシット・イミンは三区革命時『インキラビ・シャルキ・トルキスタ
ン』紙の記者兼漢語通訳者で、アフメドジャン・カスムらと共に 1949 年「飛
行機事故で死亡した」とされる。 
＊この 2 人以外にも、第二次東トルキスタン共和国時代に民族軍に従軍し、
1955 年ソ連へ出国したカユンベック・サブラハジ（故人）ら老人世代も、「イ
ッティパク」結成を広く呼びかけたという。当時ムザッパルらはまだ 40 歳代
と若く、老人世代の支持と働きかけがないと組織結成は不可能だった。 
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（４）イッティパク初代主席と第 1回会議 
 1989 年 12 月 17 日、フルンゼ（現ビシュケク）市内に大きな会議室を借り
て第 1 回大会を開催した際、組織結成委員会は 7 人、参加者は約 600 人だっ
た。組織結成委員会メンバーは、前述したムザッパルとアクバルジャン以外
に、コンピュータ関係の仕事をしていたアニワル・エイサ（既に死亡）、商
人でジギトベシでもあったアブリキリム・オスマン・ハジらで構成された。 
 この準備段階で組織主席候補として名が上がっていたのは次の 3 人。①テ
レビ番組情報新聞の編集者で、ソ連崩壊後まもなく母とともにメッカ巡礼に
行った、イスラムの信仰厚いヤルメメット・ナスィロフ②現在はロンドンに
住み、ウイグル音楽団を結成し活動している音楽好きのニザメディン・セメ
ット③商人のヌルムハンメット・ケンジ（ノルメイメット・ケンジバヨフと
も）。 
 会議の結果、ヌルムハンメット・ケンジ（注６）が主席、ムザッパル・クルバ
ノフが副主席に選出された。当時若かったヌルムハンメット・ケンジは、新
疆で使われている変形アラビア文字表記のウイグル語の読み書きが出来なか
ったので、就任後、周囲が「猛特訓させた」という。 
 政府からの正式な設立許可は 1990 年 2 月に下り、「キルギス・ウイグル協
会」（ソ連崩壊後は「キルギス共和国ウイグル協会」と改称）が成立した。
組織は通称「イッティパク～ウイグル団結組織」と呼ばれる。ソ連時代は大
勢が集まって会議や集会を開くことが許されなかったものの、ソ連崩壊後は
キルギス政府からクリルタイ開催を許可され、毎年会議を開いている。 
 第 1回会議では他に、次のような事項も取り決めた。 
 組織の主席を 4 年に 1度選挙で決定し、任期は 2期までと規定。中央委員
会の下に会計、秘書、民族問題、人権問題、検察、教育、婦人問題、青年会
などの担当委員を置き、それらはクリルタイに於いて自薦他薦で選ぶ。筆者
が訪れた 2010 年にはイッティパク中央委員会委員が 52 人いて、月 1 回土曜
日に会議が招集されていた。 
 運営費やオフィス維持費は、個人の浄財で賄なう。これは結成当初から現
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在に至るまで続く「伝統」で、そのためイッティパクでは組織運営のための
経済援助を見込める財力ある商人が、組織の主席に選ばれる傾向がある。キ
ルギス在住ウイグル人は、カザフスタンやウズベキスタンと違って高学歴者
や活動家が比較的少なく、商人人口が多いことも、商人がリーダーに選ばれ
る理由の 1 つであろう。これまで選挙で選ばれた 4 人の主席は全て商人であ
る。ただし主席が強力な発言権があるわけではなく、運営では「ジギトベシ・
アクサカル会議」「中央委員会会議」の決定が最も尊重される。 
 1989 年から 1994 年まで初代主席を務めたヌルムハンメット・ケンジは、
自らの商売に於いて中国との繋がりが深くなり、それが原因で複数から不信
任案が出され、後に辞任に追い込まれた。彼はその後、「イッティパク」と
は別途「中央アジアウイグル青年同盟」を結成しようと試みたが、広範な支
持は得られず、また自らの主張を伝える雑誌『エルパン』を刊行したが、第
3 号までしか続かなかった。 
 
（５）イッティパク第 2代から第 4代主席まで 
 1994 年から 2000 年まで第 2 代主席を務めたのは飲食店を経営するニグメ
ット・バサコフで、彼はこの時期に深刻となった中国からの「亡命ウイグル
人」救済に尽力した人物であった。例えば、著名なウイグル人音楽家キュラ
ッシ・スルタン・キュセンを、UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）の助けを
借りて北欧に政治亡命させた。 
 またニグメットは、新疆から政治問題を抱えてキルギスに逃亡し、不法入
国罪でキルギス警察に逮捕されたウイグル人 4 名の釈放嘆願運動を展開し、
中国に強制送還されることなく第三国に出国させた。しかし、こうした政治
運動に積極的に関わったニグメットは、一方で思想を同じくせぬ人々に恨み
を買うこともあったという。アラミディンのバザールの隣にあった自宅前で、
2000 年 3 月 28 日何者かによって殺害された。チャイムの音で門から出たニ
クメットは、銃を乱射されて即死、犯人はオートバイで逃走したが逮捕され
た。裁判は開かれたものの結局、殺害理由や事件の背景など、真相は不明の
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ままだ。 
 2000 年から 2006 年まで第 3 代主席を務めたのは、商店を経営するロウズ
ィメメット・アフメットジャン・アブドゥバキエフ（一般にロウズィメメッ
ト・ハジと呼ばれている）で、亡命者救済に尽力するなど基本的にニグメッ
トの政治姿勢を周到した。彼はイスラームの宗教観念の強い人物で、近年で
は「中国にジハードを行うべきだ」と主張し、現在はあまりイッティパクの
行事に参加していない。 
 2007 年から 4 代目には、リビディノフカで建築資材の卸売市場を経営する
ディリムラット・アクバロフ・アブリミトウィチが選挙で主席となっている。
ディリムラットは子供たちのウイグル語教育環境の改善に尽力している（後
述）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
初代主席ヌルムハンメット・ケンジ 
第３代主席ロウズィメメット・アブドゥバ
キエフ 第４代主席ディリムラット・アクバロフ 
第２代主席ニグメット・バサコフ 
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 余談だが 1990 年代後半から 21 世紀初頭にかけて、ニグメット以外にも中
央アジアでは不審死を遂げるウイグル人活動家が相次いだ。下記に数例をあ
げておく。 
 1999 年カザフスタンのアルマトイでは「ウイグルスタン解放組織」指導者
ハシル・ワヒディが自宅前でウイグル人に殴打され、その傷が元で死亡。 
 2001 年にもオシュで「公共バス爆破事件」を起こしたと疑われたウイグル
人亡命者の救援運動をしていたディリビリム・サムサコワ（女性）が行方不
明となり、遺体で発見された。オシュからビシュケクを経てカザフスタンに
戻って 20 日後の事だったという。彼女はアルマトイ在住だが、よくキルギス
に来ていた。また世界ウイグル会議にも積極的に参加していたという。 
 2001 年ウズベキスタンのウイグル人組織主席で作家のメメットイミン・オ
スマンが警察に拘束され、遺体となって自宅に戻った。死因は拷問死と言わ
れているが詳細は不明である。 
 長く亡命者の人権擁護運動をしてきたキルギスのウイグル人弁護士トゥル
スン・イスラムは、次のように述べる。「地理上から見るとキルギス共和国
は、新疆のウイグル人が何らかの政治的問題を抱えて欧州や中東に亡命する
場合の重要な通過ルートで、不法入国や不法滞在の問題は中キ両国関係のみ
ならず、当地のウイグル人社会にも深刻な影響を与えている。ウイグル人組
織のトップに就任する者は、常にこの問題を念頭に置かねばならず、身の危
険にもさらされる」。 
 
（６）イッティパクの下部団体 
 1989 年のイッティパク創立から現在に至るまで、ずっとイッティパクは
「キルギス在住ウイグル人の統括最高組織」という運営方針の下に存在して
いる。またイッティパク以上に影響力があり支持を集めるウイグル人組織は、
未だキルギスにはない。したがって運営方針や活動目的が多少異なっても、
或いはキルギス在住ウイグル人から賛否両論ある組織でも、「傘下団体」と
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いう形態を取っている。さらにイッティパクは「世界ウイグル会議」の支持
団体となっているが、それを巡っても内部で異なる意見がある。 
 下部団体には以下のような組織がある。 
①弁護士トゥルスン・イスラムによる「民主人権委員会」。1997 年設立。中
国から逃れてきたウイグル人の保護活動を行う。実態は組織ではなくトゥル
スンが一人で運営しているのだが、近年、彼が糖尿病など複数の病を抱え体
調が思わしくなく（2010 年現在）、活動停止状態にある。トゥルスン・イス
ラムは 1936 年グルジャ出身。生まれて間もなく父が他界。1955 年母と兄と
共にソ連移住。当初カラバルタに居住し、後にビシュケクへ引っ越した。 
②ヘルチャム・ミルレヒム（女性）がトップを務める「アマニサ・ハン基金」。
2006 年設立。前述のヌルムハンメット・ケンジとともに「中国との友好関係」
と貿易促進を説く。 
③パルハット・イミノフが中心となり、トゥルスン・タイを支持する若者に
よって作られた「ウイグル青年連盟」基金。大商人で中国と手広く交易する
トゥルスン・タイ・セリモフの配下にある者による組織。2009 年 3 月設立。 
 
（７）「キルギス共和国・諸民族協会」とイッティパク 
 1994 年からキルギス共和国政府は、キルギスに居住する各民族の代表組織
をそれぞれ定め、そのオフィスをビシュケク中心街にある 1 つの建物の中に
集中させて、管理するようになった。2010 年段階で 28 の民族代表組織が存
在し、全部纏めて「キルギス共和国・諸民族協会」と呼称している。28 民族
とはウイグル以外に、キルギス、カザフ、ウズベク、トルコ、タタール、ア
ゼルバイジャン、タジク、ロシア、朝鮮、ドゥンガン、モンゴル、ダルギン
（ダゲスタン共和国の構成民族の 1 つ）等である。 
 イッティパクも 1994 年から「キルギス共和国・諸民族協会」に属する組織
となり、国の規定で組織の公式文書には、「東トルキスタン」「ウイグルス
タン」という国家分裂を促す思想を流布する疑いを持たれる言葉を使用でき
ないと通達された。組織は「自民族の利益代表」と国に認識されるが、政治
キルギス共和国のウイグル人（水谷 尚子） 
 194 
政党になることは許されていない。 
 キルギスのウイグル人は、自民族組織や自らの主張を伝えるウイグル語新
聞を持っている。同様に「キルギス共和国・諸民族協会」に籍を置く民族の
中では、ドゥンガン、朝鮮人、トルコ人などが新聞を発行している。 
 
（８）ウイグル語教育問題とイッティパク 
 キルギスのウイグル人児童へのウイグル語教育は、切実な問題となってい
る。キルギスのウイグル人家庭は、大抵、ロシア人の子供と一緒に学ぶロシ
ア人学校に子弟を通わせる。キルギスでは学校入試でキルギス語かロシア語
を選択するので、ウイグル人はキルギス人と共に学ぶより、ロシア人学校を
選択するのだという。ビシュケク及びその近郊ではロシア人学校の中にウイ
グル語クラスを設ける形で言語教育を行っている学校もあるが、当地で生ま
れ育った若い世代は自宅での会話はロシア語中心となり、ウイグル語を使用
する環境は年々狭まっている。 
 ディリムラットが第 4 代主席になってから、アルマトイやウルムチから
様々なウイグル語教材を大量に取り寄せ、学校にイッティパクから教員を派
遣してウイグル語を教えるシステムを作り出した。これについて 2010 年ディ
リムラットに話を聞いた。 
―（ディリムラット）「文字と言語を失うと民族として存続していけなくな
る。事実すでに多くの 2 世 3 世が、変形アラビア文字表記のウイグル語の読
み書きができない。清末移住者はロシア語話者となり、ウイグル語さえもお
ぼつかない。だから 11 の協力校にお願いして学内にウイグル語教室を開催す
ることにした。キルギス政府はウイグル語教育には反対しないが、国から予
算捻出をしてくれないので、イッティパクが教員に講師料を支払っている。
学校ではまずキリル文字表記のウイグル語を学び、マスターした後に変形ア
ラビア文字表記を学ぶようにしている。しかしながら、系統だってウイグル
語を教育しているカザフスタンに比べて、キルギスのウイグル人生徒の学力
は相当低く、協力校も教員数も絶望的に足りない。私たちは自民族文化保護
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と維持のためにウイグル人学校を作りたいが、政府は予算を組んでくれず、
『反対しないから、金があれば自由にやりなさい』という。残念ながら私た
ちにはそこまでの経済力がない」。 
 また、リビディノフカのウイグル語クラスの教員を妻にもつ新聞『イッテ
ィパク』総編集長は、次のように語る。 
―（アクバルジャン）「ソ連時代フルンゼ（現ビシュケク）在住のキルギス
人は今ほど多くなく、アカエフ大統領になってから多くのキルギス人が、ビ
シュケク市内に定住するようになった。それでもソ連時代フルンゼに 105 箇
所あった初等教育機関のうち、104 箇所はロシア語による教育、1 箇所はキル
ギス語による教育を行っていた。ウイグル語で教育を受けられる学校はなか
った。そのためキルギスの 50 歳未満のウイグル人は、ロシア語を第 1 言語と
して生活している。それに比べてカザフスタンにはその時代、大なり小なり
約 50 箇所程のウイグル語教育を受けられる学校があった。民族組織イッティ
パクとしては、キルギスの教育環境を少しでもカザフに近づくようにしたい」 
  
３，キルギスのウイグル語新聞『イッティパク』紙史とラジオ放送 
（１）ウイグル語新聞の創刊 
 ウイグル人組織「イッティパク」の成立とともに、ウイグル語新聞の発行
が提起された。 
 1993 年から『イッティパク新聞』（注７）発行準備が始まり、1994 年 3 月 25
日 第 1 号が刊行された。第 1 号にはキルギス元大統領アカエフのサインが印
刷されている。第 1 号から第 3 号までは手書き印刷で、文字は主にムザッパ
ル・クルバノフ氏が書いた。 
 第 3 号からはタイプライターを使って、ロシア語記事も掲載することにし
た。キルギスでもカザフスタンでも、清末移住者の子孫たちは変形アラビア
文字ウイグル語が読めず、かえってロシア語の方がウイグル語より流暢な人
が多い。ところが中華人民共和国成立後に新疆から移民や亡命して来た人た
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ちは、ロシア語どころかキリル文字表記のウイグル語さえ読めず、変形アラ
ビア文字でなくてはならない。そこでキリル文字のロシア語と、変形アラビ
ア文字のウイグル語の記事を併記することに決定したという（注８）。 
 第 4 号からは、新疆からキルギスにやって来たウイグル人がタイプライタ
ーを寄贈してくれたので、手書きではなくなった。主にアクバルジャンがタ
イプ打ちした。この頃からキルギスのみならずカザフのウイグル人が多く寄
稿するようになり、「キルギスのウイグル語新聞」の枠を超えて、中央アジ
ア全域のウイグル人に向けて発信する新聞とするよう心がけるようになる。 
 第 18 号までタイプライターで制作したが、1997 年アクバルジャンがアメ
リカ人宣教師ジョンと知り合い、ジョンがコンピュータ知識や文字入力法を
編集部に伝え、キリル文字のみならず変形アラビア文字のウイグル語もコン
ピュータ入力できるようになったため、第 19 号からはパソコン入力に変わっ
た。のちにトルコから来たウイグル人ムハンメット・カシュガルがコンピュ
ータと入力ソフトを購入してくれた 
 
（２）1997年イリ事件と新聞『イッティパク』の停刊処分と新聞『ヴィジダ
ン・アワズィ』 
 1997 年 2 月 24 日付の第 27 号を出した頃、キルギス警察から組織幹部や編
集委員が呼び出され、「度を超えた反中記事を掲載した」かどで 3 ヶ月の停
刊処分を言い渡された。問題とされたのは 1997 年 1 月 20 日付の第 26 号に掲
載された「中国共産党の対東トルキスタン政策に関する『極秘』文書入手」
という記事で、キルギス警察が『イッティパク』に伝えて言うには「キルギ
ス政府が中国政府から、同記事について国家機密漏洩だとの抗議をうけた」。
ムザッパルやアクバルジャンは「これはトルコの新聞に掲載された中国政府
文書『中央第 7 号文献』に関する記事の翻訳紹介であって、編集部の独自取
材ではない」と警察に訴えたが、結局は新聞のみならず組織「イッティパク」
まで 3 ヶ月間の活動停止に追い込まれた。 
 1997年 2月 5日新疆グルジャではウイグル人による大規模な反政府デモが
麗澤大学紀要 第 94巻 2012年 7月 
 197 
暴動に発展し、軍と公安による鎮圧が行われ、中央アジアに政治亡命するウ
イグル人が相次いでいた。中国政府は『イッティパク』の記事を口実に、隣
国キルギスのウイグル人社会にも政治的圧力をかけたかったのだろう。 
 ムザッパル・クルバノフは停刊処分と「イリ事件」に憤り、トゥクルダシ
に編集部を設け、組織とは独立した新聞『良心の声（Wijdan Awazi ヴィジダ
ン・アワズィ）』を 1997 年 3 月 31 日発刊した。編集部はムザッパルとアク
バルジャン、サビット・ババジャノフ、会計担当のアリ・アユプ、編集のラ
ビア・ヤクプの 5 人。 
 もともと新聞『イッティパク』は、キルギスのウイグル人組織「イッティ
パク」の宣伝出版物だった。しかし、新聞記事が原因で組織活動も停止に追
い込まれて初めて、「表現の自由と組織の両方を守るために、組織と新聞の
2 つを切り離すべきだ」との案が中央委員会に提出された。 
  1997 年当時の主席ニグメットらは、新聞『イッティパク』再刊のため、キ
ルギス政府や司法部などの関係諸機関に足を運んで話し合いを重ねた。キル
ギス司法当局は『イッティパク』の編集委員だったヌルムハンメット・ケン
ジやアクバルジャンを呼び出して、今後は反中国を扇動する記事を発表しな
いよう求めたが、この対応をめぐってヌルムハンメットとその他のスタッフ
との間に「深い断絶が生じた」という。「今後、新聞のみならず民族組織イ
ッティパクも政治問題には関わらないほうがよい」と主張するヌルムハメッ
トと、これまで同様、新疆情勢報道を続けていきたいとするムザッパルらが、
真っ向から対立した。ヌルムハンメットの意見の支持者は少数派で、彼は編
集部を離れることになった。 
 主席ニグメットは、『イッティパク』の編集長職をウズベク人カスムジャ
ン・エイサに依頼し、新聞と民族組織を分裂させることで、事態の収拾を図
った。そうして 8 ヶ月後の 1998 年にようやく新聞『イッティパク』は再刊さ
れ（注９）、一時期は同紙と『良心の声』の 2 紙がビシュケクで発行された。 
 しかし、『良心の声』は 2001 年 12 月に停刊する。10 期ほどの刊行だった。
カザフとキルギスで毎号 5000 部ほど購読数を伸ばし、実売部数は『イッティ
キルギス共和国のウイグル人（水谷 尚子） 
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パク』を上回ったが、カザフで販売された分はなかなか購読料の振込がなさ
れなかったので売上げを回収できず、さらに新聞出版のために資金援助して
いたキルギスのウイグル商人たちも、「『イッティパク』と『良心の声』の
両方への援助は難しい」と悲鳴をあげた。 
 
（３）新聞『イッティパク』の現状 
 ニグメットが殺害されロウズィメメットが主席になってから、カスムジャ
ンを解雇して（注：ロウズィとソリが合わなかったという）ウイグル人シャ
ムシディンが新編集長となった。しかし、デリムラットが主席になった際、
使途不明金が 9000 ソムあることが判明してシェムシディンも解雇され、現在
では初期スタッフだったアクバルジャンが編集長職を勤めている。 
 新聞『イッティパク』は、法的には組織とは別会社との形態をとっている
が、経費削減のため、相変わらず編集部は民族組織「イッティパク」事務局
と同じ場所に置かれ、組織は記事内容がキルギスの法律に違反していないか
をチェックする機能を負う。他の中央アジア諸国よりキルギスは比較的自由
な言論が許されているとはいえ、編集部には恒常的に警察当局から電話で記
事内容についての「問い合わせ」がかかってくる。 
 印刷量は刊行当初は 2000 部足らず。現在は 3800 部で、カザフのアルマト
イで 1200 部が配布され、残りのほとんどがキルギス国内で読まれている。 
 発刊時は白黒印刷、今はカラー印刷頁を入れるようになった。2009 年には
16 頁だった紙面を半分の 8 頁にして月 2 回発行したが、思ったよりコストが
かかり赤字になることと、「8 頁は少なすぎる」との読者批判が大きかった
こと、各マハッラでの配達ボランティアが「2 回の宅配は辛い」と申し立て
たので、2010 年夏の段階では元に戻して 1 ヶ月 1 回 16 頁の発行に落ち着い
ている。 
 現在の主席ディリムラットは「新聞維持に 1 年間 3 万 US ドル位の金がか
かる。購読料だけでは運営できないので、私も資金援助している。私が主席
になった頃は大赤字で、人から金を借りて何とか維持していた」「中国政府
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の息がかかった者が新聞を買収することを最も恐れている。数ヶ月前も（2010
年夏インタビュー時）、中国大使館関係者が私を訪ねて来て、『新聞経営は
うまくいってるか？ウイグル人学校を作りたいなら資金援助したい』などと
提案していたが、私はその場でお断りした」と嘆息する。 
 
（４）ウイグル語ラジオ放送 
 キルギスにはウイグル語ラジオ放送番組があり、その詳細は以下の通り。 
 パリダ・ニザムディンは、キルギス共和国独立後の 1993 年からキルギス国
営ラジオ局ウイグル語部門で番組「テングリタグ・サダリリ」のアナウンサ
ーを務め、ソ連時代のキルギスにはなかったウイグル語ラジオ番組を開始し
た。2009 年糖尿病のため退職。 
 1944 年チョチェックで生まれ、新疆師範学院を卒業。父イスマイル・ダモ
ラは宗教者。ロシア語ができてコロガス税関に勤務していた姉の導きで、1962
年一家でソ連移住。一時期、カザフスタンのウイグル語新聞『ウイグル・ア
ワズィ』ビシュケク駐在記者を勤めた。1982 年「サダ」創立時から婦人委員
となり、「イッティパク」役員を長く務めた。 
―（パリダ）「1993 年開局最初は毎週金曜日 15 分間の番組で、1 ヵ月後に
30 分間、1995 年頃は朝 1 時間、夜 1 時間の計 2 時間放送していたが、政府の
方針が変わったのか今では 1 日 15 分の枠しかない。キルギスにいる各民族が
それぞれ 15 分間の番組をもっている。ウイグル語放送のスタッフは、新疆ラ
ジオ局で 1957 年から 10 年程働いて亡命したカディル・エリと私の 2 人だけ
で、原稿は手分けして書いた。カディルは 2010 年に亡くなった。グルジャ、
カシュガル、アクスなどのリスナーや、著名なウイグル人のトゥルグン・ア
ルマスやアブドゥレヒム・オトゥキュルからも、番組宛に手紙が来た。私が
アナウンサーをしていた頃には新疆を“東トルキスタン”や“ウイグルスタ
ン”と呼称して放送したり、『独立のための闘争』などという内容を放送し
ても、キルギス人からクレームは来なかった。むしろ同胞からの政治圧力に
頭を痛めた」 
キルギス共和国のウイグル人（水谷 尚子） 
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おわりに 
 キルギス共和国のウイグル人社会がカザフスタンと大いに異なるのは、民
族組織を運営し担う人々が所謂「民族活動家」ではなく、商人が中心となっ
ている点であろう。商人達は「なんらかの意見や改善したい点があって、己
が発言したいなら、資金も供出すべき」と考えており、現在ではこうした商
人による組織運営が比較的巧く行われていると見受けられた。 
 現在の民族組織のトップであるディリムラットは、キルギスに於けるウイ
グル人社会の特徴を、次のように端的に指摘する。これをまとめの言とした
い。 
「キルギスの民族組織イッティパクの活動に積極的に参加しているウイ
グル人は、新疆生活を体験してからキルギスにやってきた人々で約 90％を占
めている。新疆から移民や亡命した時期は 1950～60 年代、或いは 1990 年代
以降と色々だが、同体験の共有は人々を団結させる。キルギスのウイグル人
が比較的纏まって見えるのは、総人口が少なく“同じ体験を共有している”
点が大きい。カザフスタンのアルマトイの場合、ウイグル人団体の中で、直
接新疆生活を体験した人々は約 30％程で、あとは清末移住者子孫などが占め
る。だからカザフスタンでは組織が乱立し、様々な考えを持つウイグル人が
言いたいことをいって纏まらない」。 
 
 本稿では、「キルギス共和国のウイグル人」の概要、民族組織とその活動
について、ウイグル語メディアについてを中心に述べた。しかし、都市部と
農村部の比較や、清末移住者子孫と1950年代以降定住者との意識の違い、現
在も続く新疆からの亡命者同胞への対応問題等については、紙幅の関係で言
及することができなかった。これらについては改めて、別の機会に検討して
いきたいと思う。 
 ＊本稿は、文科省科研基盤研究Ｃ「中国新疆に於けるウイグル人の反政府
運動と在外民族組織との関連性についての研究」の研究成果の1つである。 
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注 
(1)・新免康、リズワン・アブリミティ「アルマトゥ市におけるウイグル人社
会：学校教育の情況を中心に」，新免康編『中央アジアにおける共属意
識とイスラムに関する歴史的研究』（平成 11 年度～13 年度科学研究費
補助金・基盤研究 A(2)・研究成果報告書），2002年 3月，153-222頁 
・新免康「カザフスタンのウイグル人社会における学校教育と民族文化」，
『歴史と地理』第566号（『世界史の研究』第196号），山川出版社，2003
年8月，1-15頁 
・岡奈津子「カザフスタンのウイグル人：民族運動と国際環境」，新免康
編『中央アジアにおけるウイグル人地域社会の変容と民族アイデンティ
ティに関する調査研究』（平成15年度～18年度科学研究費補助金・基盤
研究A(1)・研究成果報告書），2007年3月，135-145頁 
(2)・“Выдающиеся личности ХХ века(сборник очерков на у
йгурском языке” （『20世紀の著名人たち』) ，ТОО  РПИК 《Д
өір》， 2000，Алматы （カザフスタン・アルマトイ）  
・“СОДРУЖЕСТВО.KG” （『イッティパク〈連帯〉～キルギス共和国』），
АССАМБЛЕЯ НАРОДА КЫРГЫЗСТАНА. ОБЩЕСТВЕННОЕ ОБЕД
ИНЕНИЕ УЙГУРОВ ≪ИТТИПАК≫ （ウイグル人社団「イッティパ
ク」刊行），1999，Бишкек（キルギス共和国・ビシュケク） 
＊カザフスタンで発行された、カザフのウイグル人に関する人名録が400
頁を越える書籍であるのに対し、キルギスで発行されたものは50頁ほど
の小冊子である。 
(3)新疆のウイグル人社会では、地域の長「ジギトベシ」は老齢の独身男性が
務めることが多いが、中央アジアのウイグル人社会に於いてはそうとは限
らない。 
(4)『産経新聞』2008年5月10日付記事には遠藤良介記者のクレジットで、キ
ルギスのウイグル人社会や、メディナバザールの詳細が紹介されている。
キルギス共和国のウイグル人（水谷 尚子） 
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（「鼓動2008 弾圧避け移住 中央アジアのウイグル人 進む中国化 警
戒」「キルギス ウイグル人組織アクバロフ代表 3月に自治区で1000人
デモ」の2本） 
(5)エジィズィ・ナズィムバエフ教授はソ連の民族政策については手厳しい評
価であったが、一方で以下のような逸話も筆者に語ってくれた。「私は学
部時代はキルギス民族大学史学科で学び、その後、モスクワ大学の大学院
哲学専攻に進学した。学部時代に私を育ててくれた恩師パレック・ヤラシ
ェフスキー教授（1902-1979）はロシア人で、哲学が専門だった。もとも
と師は、モスクワで教鞭を執っていたが、「思想的に問題がある」と共産
党に見なされ、10年間入獄し、獄から出ると中央から遠いキルギスに左遷
された。しかし、境遇を悲観するでもなく、私のような異民族学生への教
育に情熱を注いだ。私が今あるのは、師のおかげである」。訪問したエジ
ィズィ教授宅の書斎には、パレック教授の写真が掲げられていた。 
(6)ヌルムハンメット・ケンジへのインタビュー要約は、以下の通り。「1960
年グルジャ生まれ。祖父はアトシュ出身。母方祖父が東トルキスタン共和
国関係者だったから、母はソ連市民権を取得していた。1963年にそれを使
って、母は私と弟、祖母や叔父ら一族で新疆からカザフに脱出した。到着
から1ヶ月後にソ連政府の手配でキルギスに定住。私はソ連で教育を受け、
キルギス国立大学で経済学を学び、現在は交易をしている」。対中姿勢を
問われ、イッティパクの主席の座を更迭されたことについて、問うたとこ
ろ「中国と歩み寄る方法を模索すべきだと、私は常に考えている。よくウ
イグル人は、何か悪いことがあれば中国のせいにする。しかし、原因はウ
イグル人の側にもある。たとえば、民族の発展のために何より重要なのは
教育科学の振興だが、中央アジア在住ウイグル人の教育レベルは全般的に
低く、それが自力で出路を見いだせない原因となっている」と、答えてい
る。 
(7)ウイグル人組織の名と、ウイグル語新聞の名は、全く同じ「イッティパク
（団結）」とした。 
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(8)清末移住者の子孫が多いカザフスタンの場合、新聞雑誌は主にキリル文字
表記のウイグル語とロシア語の併用である。カザフでは、キリル文字表記
のウイグル語を、ある程度、系統立てて学校教育の現場で教えていること
も背景にあろう。それに対してキルギスは、1950年代以降に移民（或いは
亡命）してきて定住した者が多いため、変型アラビア文字表記のウイグル
語とロシア語の併用が、ウイグル人による刊行物での一般的な表記方法と
なっている。 
(9)『イッティパク』創刊から、『イッティパク』が停刊処分となり、その代
わりに『良心の声』が発行された頃の、初期の目次一覧を本稿最後に添付
する。 
 
 
ウイグル語新聞『イッティパク』 
 
新聞名 発行日 No. 見出し（日本語） 見出し 見出し
1
同胞の皆さま、こんにちは。キルギ
ス共和国史上初のウイグル語新聞
「イッティパク」の発行を祝して
Essalamu’eleykum, eziz qérindashlar! 
silerni qirghizistan tarixida birinchi qé
tim öz ana tilimizda yoruq körüshke 
bashlighan "ittipaq" gézitining birinchi 
sani bilen tebrikleymiz.
رلاشادنىرېق زىزەئ ،مۇكيەلەئۇملااسسەئ !ىنرەلىس  
ادزىمىلىت انائ زۆئ مىتېق ىچنىرىب ادىخىرات ناتسىزىغرىق 
 ناغىلشاب ەكشۈرۆك قۇروي"قاپىتتىئ "ىچنىرىب ڭىنىتىزېگ  
زىميەلكىربەت نەلىب ىناس
2 祝辞 Aq yol - aq tilek  لوي قائ -كەلىت قائ
3
キルギス共和国ウイグル「イッティ
パク」協会の会議
Jumhuriyetlik "ittipaq" jem’iyitining plé
nomi
 كىلتەيىرۇھمۇج"قاپىتتىئ "ىمونېلپ ڭىنىتىيىئمەج
4 祝福の旅 Qutluq seper رەپەس قۇلتۇق
5 会議場からの情報 Konfrénsiye zalidin نىدىلاز ەيىسنېرفنوك
6 善良な人々が、あなたの周りにいる Yaxshi ademler qéshingda ادڭىشېق رەلمەدائ ىشخاي
7 尊敬すべき父親 Mötiwer ata اتائ رەۋىتۆم
8 慈善家 Saxawetlik insan ناسنىئ كىلتەۋاخاس
9 友好博物館 Dostluq muzéyi ىيېزۇم قۇلتسود
10 Mark stin’gler氏との会談 Mark stin’glér bilen uchrishish boldi ىدلوب شىشىرچۇئ نەلىب رېلگنىتس كرام
11 芸能広場 Sen’et gülzari ىرازلۈگ تەئنەس
12 映画監督へのインタビュー Rézhissor bilen söhbet تەبھۆس نەلىب روسسىژېر
1 祝福の一言 Aq yol - aq tilek  لوي قائ -كەلىت قائ
2 祝福の旅の感想 Qutluq seper tesiratliri ىرىلتارىسەت رەپەس قۇلتۇق
3 誇りあるウイグルの子 Uyghur xelqining söyümlük perzenti ىتنەزرەپ كۈلمۈيۆس ڭىنىقلەخ رۇغيۇئ
4 バレン郷の悲劇から四年 Barin paji’esige 4 yil  ەگىسەئىجاپ نىراب4لىي 
5 自然と人生 Tebi’et we hayat تاياھ ەۋ تەئىبەت
6 ロプノールをめぐる危機感 Lopnur teshwishi ىشىۋشەت رۇنپول
7 学校は知識の源 Mektep bilim ochiqi ىقىچوئ مىلىب پەتكەم
8 祝福文 Tebrikname ەمانكىربەت
9 キルギス大統領との会談 Prézidént bilen uchrishish شىشىرچۇئ نەلىب تنېدىزېرپ
10 イッティパク（団結） Ittipaq قاپىتتىئ
1
メデットハン・シェリムクロフ氏がウ
イグル人コミュニティを訪問
Médetxan shérimqulow uyghur jama’
etchiliki bilen uchrashti
نەلىب ىكىلىچتەئاماج رۇغيۇئ ۋولۇقمىرېش ناختەدېم 
ىتشارچۇئ
2 祝福の一言 Aq yol - aq tilek  لوي قائ -كەلىت قائ
3
ウイグル人は孤立し見捨てられて
いるわけではない
Uyghur xelqi yalghuz emes سەمەئ زۇغلاي ىقلەخ رۇغيۇئ
4
世界中の人々が中国における人権
弾圧に不満
Dunya ehli xitayda insan hoquqining 
depsende qilinishigha narazi
اغىشىنىلىق ەدنەسپەد ڭىنىقۇقوھ ناسنىئ ادياتىخ ىلھەئ اينۇد 
ىزاران
5 博物館が開館 Muzéy échildi ىدلىچېئ يېزۇم
6 ニュース Xewerler رەلرەۋەخ
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.3
1994/05/31
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.1
1994/03/25
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.2
1994/04/27
【添付資料】　 キルギス共和国のウイグル語新聞、発行初期の「見出し」一覧
7
ヨーロッパ東トルキスタン連盟が国
際会議に参加
Sherqi türkistan yawropa birliki xelq’
ara yighinlarda
ادرلانىغىي ارائقلەخ ىكىلرىب اپورۋاي ناتسىكرۈت ىقرەش
8 永遠に消えない足跡 Öchmes izlar رلازىئ سەمچۆئ
9 大衆の尊敬を得た人 Xelq hörmitige ige insan ناسنىئ ەگىئ ەگىتىمرۆھ قلەخ
10 5・29血なまぐさい悲劇 29-may qanliq paji’esi  29- ىسەئىجاپ قىلناق يام
11 善良な人々が、あなたの周りにいる Yaxshi ademler qéshingda ادڭىشېق رەلمەدائ ىشخاي
12 人徳の高い父親 Peziletlik ata اتائ كىلتەلىزەپ
13 ことわざ広場 Maqalgha mayil qurlar رلارۇق لىيام اغلاقام
1
kruw（地名）の皆さんが手本の役割
を果たしている
kruw jama’iti ülge bolmaqta اتقاملوب ەگلۈئ ىتىئاماج ۋۇرك
2 祝福の一言 Aq yol - aq tilek  لوي قائ -كەلىت قائ
3 旅の感想 Ziyaret tesirati ىتارىسەت تەرايىز
4
第一回在キルギス・ウイグル人女
性会議
Qirghizistan uyghur ayallirining 1-nö
wetlik konfrénsiyesi
 ڭىنىرىللايائ رۇغيۇئ ناتسىزىغرىق1-كىلتەۋۆن  
ىسەيىسنېرفنوك
5 呼びかけ Muraji’et تەئىجارۇم
6 その勇気に感謝する Himmitingge rehmet تەمھەر ەگڭىتىممىھ
7 祖国からの手紙 Wetendin xet تەخ نىدنەتەۋ
8 短いニュース Qisqa xewerler رەلرەۋەخ اقسىق
9 （詩） Törtlükler رەلكۈلترۆت
10 短編物語広場 Kichik hékayiler رەلىياكېھ كىچىك
11 ユーモア広場 Seley chaqqan seylide ەدىليەس ناققاچ يەلەس
1
エジィズィ・ナズィムバエフ氏、70歳
の誕生日を祝う
Eziz nazinbayiwning tewellutigha 70 yil  اغىتۇللەۋەت ڭىنۋىيابنىزان زىزەئ70لىي 
2 祝福の一言 Aq yol - aq tilek  لوي قائ -كەلىت قائ
3 ウイグル人女性らの活動 Ayallar pa’aliyiti ىتىيىلائاپ رلالايائ
4
祖国を愛することはイマン（信仰）の
一種
Wetenni söyüsh imanning jümlisidin نىدىسىلمۈج ڭىننامىئ شۈيۆس ىننەتەۋ
5 中国大使館前で抗議デモ Xitay elchixanisi aldida pikét ötküzüldi ىدلۈزۈكتۆئ تېكىپ ادىدلائ ىسىناخىچلەئ ياتىخ
6
誰もが同情せずにはいられない出
来事
Kimningmu ichi aghrimisun نۇسىمىرغائ ىچىئ ۇمڭىنمىك
7 会議場からの情報 Konfrénsiye zalidin نىدىلاز ەيىسنېرفنوك
8 放射線には国境がない Radi’atsiye chégra ayrimaydu ۇديامىريائ ارگېچ ەيىستائىدار
9 意味深い出会い Mezmunluq uchrishish شىشىرچۇئ قۇلنۇمزەم
1
東トルキスタン共和国の50周年を記
念して
sherqi türkistan jumhuriyiti ning 50 
yilliqini xatirileymiz
 ڭىن ىتىيىرۇھمۇج ناتسىكرۈت ىقرەش50ىنىقىللىي  
زىميەلىرىتاخ
2 解放のための奮闘 Azadliq üchün küresh شەرۈك نۈچۈئ قىلدازائ
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.6
1994/10/10
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.3
1994/05/31
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.4
1994/07/29
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.5
1994/09/30
3 祝福の一言 Aq yol - aq tilek  لوي قائ -كەلىت قائ
4 友好的な出会い Dostane uchrishish شىشىرچۇئ ەناتسود
5 嬉しいニュース Xosh xewer رەۋەخ شوخ
6
東トルキスタン共和国の50周年を迎
えて
sherqi türkistan jumhuriyiti ning 50 
yilliqi aldidin
 ڭىن ىتىيىرۇھمۇج ناتسىكرۈت ىقرەش50نىدىدلائ ىقىللىي 
7 永遠に消えない足跡 Öchmes izlar رلازىئ سەمچۆئ
8 同胞としての支援 Qérindashliq yardem - yétimlerni  مەدراي قىلشادنىرېق -ىدىلقوي ىنرەلمىتېي
9 消された墓の数々 Yoqitilghan qebriler رەلىربەق ناغلىتىقوي
10 殉教者たちの名は永遠に消えない Shéhitlirimizning nami menggü ö ۇديەمچۆئ ۈگڭەم ىمان ڭىنزىمىرىلتىھېش
1
読者の皆さま、新年を迎えるにあ
たって、皆さまと新年を祝福し、健康
と幸福を祈ります
Möhterem gézitxan eziz qérindashlar, 
aldimizdiki kiriwatqan yéngi yil 
munasiwiti bilen hemminglarni 
tebriklep tininglargha saqliq, 
ishinglargha utuq, bext-sa’adet tileymiz
ىكىدزىمىدلائ ،رلاشادنىرېق زىزەئ ناختىزېگ مەرەتھۆم 
ىنرلاڭىممەھ نەلىب ىتىۋىسانۇم لىي ىڭېي ناقتاۋىرىك 
قۇتۇئ اغرلاڭىشىئ ،قىلقاس اغرلاڭىنىت پەلكىربەت، 
تخەب-زىميەلىت تەدائاس
2 祝福の一言 Aq yol - aq tilek  لوي قائ -كەلىت قائ
3
東トルキスタン共和国の50周年を記
念するイベントが盛大に行われた
Sherqi türkistan jumhuriyitining 50 
yilliqi tentenilik xatirilendi
 ڭىنىتىيىرۇھمۇج ناتسىكرۈت ىقرەش50كىلىنەتنەت ىقىللىي  
ىدنەلىرىتاخ
4 人生を振り返ってみて　－　25年前 Hayatimiz sehipiliridin - 25 yil  نىدىرىلىپىھەس زىمىتاياھ -25مەددەقۇم لىي 
5
殉教者たちの精神が、我々の心の
中では永遠に残る
Shéhitler rohi menggü qelbimizde ەدزىمىبلەق ۈگڭەم ىھور رەلتىھېش
6 六道湾刑務所での惨事 Lodawan türmisidiki paji’e ەئىجاپ ىكىدىسىمرۈت ناۋادول
7 詩広場 Shé’iriyet gülzari ىرازلۈگ تەيىرىئېش
8 我が山々を（お前に）渡さない Taghlirimni bermeymen نەميەمرەب ىنمىرىلغات
9 尊敬 Hörmet تەمرۆھ
10 ルバイヤート Ruba’iylar رلايىئابۇر
1 我々は一人ぼっちではない Biz yalghuz emes سەمەئ زۇغلاي زىب
2 「イッティパク」からの回答 ittipaq ning jawabi ىباۋاج ڭىن قاپىتتىئ
3 祝福の一言 Aq yol - aq tilek  لوي قائ -كەلىت قائ
4 ウイグル人女性会議の活動 Ayallar kéngishining pa’aliyetliri ىرىلتەيىلائاپ ڭىنىشىڭېك رلالايائ
5 アッカルネフ・ポラット・アクノヴィチ
氏
Akkarnéw polat aknowich چىۋونكائ تلاوپ ۋېنراككائ
6 ヌルムハンメット・ケンジ Nurmuhemmet kenji ىجنەك تەممەھۇمرۇن
7 Jan’gara chéwamira kamiléwa氏 Jan’gara chéwamira kamiléwa اۋېلىماك ارىماۋېچ اراگناج
8 プレスリリース Axbarat تارابخائ
9 主張 Teshebbus سۇببەشەت
10 残酷な父親（短編物語） Rehimsiz ata(kichik hékaye) اتائ زىسمىھەر(ەياكېھ كىچىك)
11 コムソモール村からの情報 Komsomol yézisidin uchur رۇچۇئ نىدىسىزېي لوموسموك
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.7
1994/12/29
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.8
1995/01/27
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.6
1994/10/10
1
親愛なる女性の皆さま、「3.8　国際
婦人デー」を祝して
Möhterem xanim qizlar, silerni xelq’ara 
8-mart ayallar bayrimi bilen 
 ارائقلەخ ىنرەلىس ،رلازىق مىناخ مەرەتھۆم8-ترام  
زىميەلكىربەت نەلىب ىمىرياب رلالايائ
2 選挙をめぐる議論 Saylam toghrisida mulahize ەزىھلاۇم ادىسىرغوت ملاياس
3
キルギス・ウイグル「イッティパク」協
会の会議
Qirghizistan uyghur "ittipaq" jem’
iyitining plénomi
 رۇغيۇئ ناتسىزىغرىق"قاپىتتىئ "ىمونېلپ ڭىنىتىيىئمەج
4
アラトウ・ソフホーズ（地名）のウイグ
ル人コミュニティの活動
alato sowxoz jama’itining pa’aliyiti ىتىيىلائاپ ڭىنىتىئاماج زوخۋوس وتلاائ
5 反響 Sada اداس
6 ルールを守らない人の世の中 Zaman zorning ڭىنروز ناماز
7 祖国からの手紙 Wetendin xet تەخ نىدنەتەۋ
8
カラコルム山脈のふもとで殉教した
ウイグル人の英雄たち
Qara qurum tagh baghrida qurban 
bolghan uyghur qehrimanliri
رۇغيۇئ ناغلوب نابرۇق ادىرغاب غات مۇرۇق اراق 
ىرىلنامىرھەق
9 短編物語 Kichik hékayiler رەلىياكېھ كىچىك
10 何が一番偉大なのか Dunyada néme ulugh غۇلۇئ ەمېن اداينۇد
11 様々な人格 Herxil mijez زەجىم لىخرەھ
12 花束 Güldeste ەتسەدلۈگ
13 詩広場 Shé’iriyet gülzari ىرازلۈگ تەيىرىئېش
14 ルバイヤート Ruba’iylar رلايىئابۇر
15 逃げてくれ Qach چاق
16 ことわざ広場 Maqalgha mayil qurlar رلارۇق لىيام اغلاقام
17 後悔 Ökünüsh شۈنۈكۆئ
18 祝福文 Tebrikname ەمانكىربەت
19 広告 Élan نلاېئ
1 「イッティパク」新聞発行から一年 ittipaq gézitige bir yil لىي رىب ەگىتىزېگ قاپىتتىئ
2 ダライ・ラマ法王の手紙 Dalay lamaning xéti ىتېخ ڭىناملا يلااد
3 鋭い剣 Ötkür qilich چىلىق رۈكتۆئ
4 プレスリリース Axbarat تارابخائ
5 祝福の一言 Aq yol - aq tilek  لوي قائ -كەلىت قائ
6 善心な人 Qoli gül qelbi séxi insan ناسنىئ ىخېس ىبلەق لۈگ ىلوق
7 盛大に行われた Tentenilik ötti ىتتۆئ كىلىنەتنەت
8 キンブルン村からの情報 Keng bulung yézisidin uchur رۇچۇئ نىدىسىزېي ڭۇلۇب ڭەك
9 忍耐 Sewri ىرۋەس
10 詩広場 Shé’iriyet gülzari ىرازلۈگ تەيىرىئېش
11 あなたの名 Séning naming ڭىمان ڭىنېس
12 祝福文 Tebrikname ەمانكىربەت
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.9
1995/02/27
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.10
1995/03/31
1アフメットジャン・カスム：　民族の自
由、民意を重視する政策の成功は
皆の努力と犠牲を恐れない決意に
かかっている
milletning erkinliki, xelqchilliq 
siyasitining ghelibe qazinishi 
hemmining gheyret we pidakarliqigha 
baghliqtur - exmetjan qasimi
ەبىلەغ ڭىنىتىسايىس قىللىچقلەخ ،ىكىلنىكرەئ ڭىنتەللىم 
رۇتقىلغاب اغىقىلراكادىپ ەۋ تەريەغ ڭىنىممەھ ىشىنىزاق - 
ىمىساق ناجتەمخەئ
2 バレン郷の悲劇5周年記念活動 Barin paji’esining 5 yilliqi xatirilendi  ڭىنىسەئىجاپ نىراب5ىدنەلىرىتاخ ىقىللىي 
3
祖国からの手紙　－　奮闘と共に過
ごした日々
Wetendin xet - jenggiwar yillar  تەخ نىدنەتەۋ -رلالىي راۋىگڭەج
4 記念会議が行われた Xatire yighini ötküzüldi ىدلۈزۈكتۆئ ىنىغىي ەرىتاخ
5
東トルキスタン民族軍の結成から50
年
Sherqi türkistan milliy armiyisi 
qurulghinigha 50 yil
 اغىنىغلۇرۇق ىسىيىمرائ يىللىم ناتسىكرۈت ىقرەش50لىي 
6 善良な人々はあなたの周りにいる Yaxshi ademler qéshingda ادڭىشېق رەلمەدائ ىشخاي
7 タワッキュル・アラム氏に感謝 Rehmet sizge tewekkül elem مەلەئ لۈككەۋەت ەگزىس تەمھەر
8
勝利の日から50年　－　オシュ（地
名）のウイグル人らの貢献
Ghelibe künige 50 yil - osh 
uyghurlirining hessisi
 ەگىنۈك ەبىلەغ50 لىي  -ىسىسسەھ ڭىنىرىلرۇغيۇئ شوئ
9 勇敢な父親 Jenggiwar ata اتائ راۋىگڭەج
10 勝利の日から50年 Ghelibe künige 50 yil  ەگىنۈك ەبىلەغ50لىي 
11
新華社：　西側諸国の人権を利用し
た内政干渉陰謀がまた失敗した
Gherbning kishilik hoquqtin paydilinip 
junggoning ichki ishlirigha arilishish sü
yiqesti yene bir qétim meghlup boldi - 
shinxua agéntliqi xewiri
ىكچىئ ڭىنوگڭۇج پىنىلىدياپ نىتقۇقوھ كىلىشىك ڭىنبرەغ 
پۇلغەم مىتېق رىب ەنەي ىتسەقىيۈس شىشىلىرائ اغىرىلشىئ 
 ىدلوب -ىرىۋەخ ىقىلتنېگائ اۇخنىش
12 詩の広場 Yéngi shé’irlar رلارىئېش ىڭېي
13 もう待たないで Kütme emdi ىدمەئ ەمتۈك
14 ユーモア広場 Seley chaqqan seylide ەدىليەس ناققاچ يەلەس
15 （イスラム教が指摘する）12の罪 12 gunah 12 ھانۇگ
1 勝利の日から50年 Ghelibe künige 50 yil  ەگىنۈك ەبىلەغ50لىي 
2 国際セミナーが開催された Xelq’araliq séminar ötküzüldi ىدلۈزۈكتۆئ رانىمېس قىلارائقلەخ
3 彼は、帰らぬ人となった U kelmeske ketti ىتتەك ەكسەملەك ۇئ
4 ニュース Xewerler رەلرەۋەخ
5 会議の感想 Bir yighindin alghan tesirat تارىسەت ناغلائ نىدنىغىي رىب
6 ロプノール核実験場の閉鎖を Lopnur atom sinaq meydani yépilsun نۇسلىپېي ىناديەم قانىس موتائ رۇنپول
1 一世紀の証人 Bir esirning shahiti ىتىھاش ڭىنرىسەئ رىب
2 プレスリリース Axbarat تارابخائ
3 人には人の考えがある Her kallida bir xiyal لايىخ رىب ادىللاك رەھ
4
問題を起こして蜥蜴が砂漠に逃げ
てきた
Bir balasi bolmisa chölde quyruq ne 
qilur
رۇلىق ەن قۇريۇق ەدلۆچ اسىملوب ىسلااب رىب
5 中国大使館前で抗議デモが行われた Xitay elchixanisi aldida pikét ötküzüldi ىدلۈزۈكتۆئ تېكىپ ادىدلائ ىسىناخىچلەئ ياتىخ
6 公開書簡への回答 Ochuq xetke jawab باۋاج ەكتەخ قۇچوئ
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.13
1995/06/30
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.11
1995/04/29
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.12
1995/05/31
1 盛大な出会い Tentenilik uchrishish شىشىرچۇئ كىلىنەتنەت
2 キルギスは我々の共通の住か Qirghizistan bizning ortaq makanimiz زىمىناكام قاتروئ ڭىنزىب ناتسىزىغرىق
3 古代ウイグル文字一覧 Qedimki uyghur yéziqining élipbesi ىسەبپىلېئ ڭىنىقىزېي رۇغيۇئ ىكمىدەق
4
ウイグル人社会における発明の価
値と発明家の悪運問題
Uyghurlarda ijadiyetning qimmiti we 
ijadkarning qismiti mesilisi
ڭىنراكداجىئ ەۋ ىتىممىق ڭىنتەيىداجىئ ادرلارۇغيۇئ 
ىسىلىسەم ىتىمسىق
5
他民族を滅ぼすための中国の新た
な手法
Xitayning bashqa milletlerni yoq 
qilishtiki yéngi usuli
ىلۇسۇئ ىڭېي ىكىتشىلىق قوي ىنرەلتەللىم اقشاب ڭىنياتىخ
6 ホータンの悲劇 Xoten paji’esi ىسەئىجاپ نەتوخ
7 優秀なパイロット Ülgilik uchquchi ىچۇقچۇئ كىلىگلۈئ
8 団結が崩れたら Birlik buzulsa اسلۇزۇب كىلرىب
1
マナスの1000周年記念活動が盛大
に行われた
manas ning 1000 yilliqi tentenilik ötti  ڭىن سانام1000ىتتۆئ كىلىنەتنەت ىقىللىي 
2 拡大会議が行われた Kéngeytilgen yighin ötküzüldi ىدلۈزۈكتۆئ نىغىي نەگلىتيەڭېك
3
民族を救うためには祖国を解放して
ください（連載）
Millitingni qutquzush üchün wetiningni 
azad qil
لىق دازائ ىنڭىنىتەۋ نۈچۈئ شۇزۇقتۇق ىنڭىتىللىم
4
ドルクン・エイサ：ウイグル人による
反中共の闘いの数々（連載）
Uyghur xelqining xitay 
kommunistlirigha qarshi küreshliri - 
ىشراق اغىرىلتسىنۇمموك ياتىخ ڭىنىقلەخ رۇغيۇئ 
 ىرىلشەرۈك -اسيەئ نۇقلود
5 トルコ系青年世界大会からの情報 Dunya türk yashliri birliki qurultiyidin رۇچۇئ نىدىيىتلۇرۇق ىكىلرىب ىرىلشاي كرۈت اينۇد
6 道徳 Edep we exlaq قلاخەئ ەۋ پەدەئ
7 展覧会が開かれた Körgezme échildi ىدلىچېئ ەمزەگرۆك
8 広告 Élan نلاېئ
1 嬉しいニュース Xosh xewer رەۋەخ شوخ
2
民族を救うためには祖国を解放して
ください（連載）
Millitingni qutquzush üchün wetiningni 
azad qil
لىق دازائ ىنڭىنىتەۋ نۈچۈئ شۇزۇقتۇق ىنڭىتىللىم
3
ドルクン・エイサ：　ウイグル人の反
中共奮闘の数々（連載）
Uyghur xelqining xitay 
kommunistlirigha qarshi küreshliri - 
ىشراق اغىرىلتسىنۇمموك ياتىخ ڭىنىقلەخ رۇغيۇئ 
 ىرىلشەرۈك -اسيەئ نۇقلود
4 道徳 Edep we exlaq قلاخەئ ەۋ پەدەئ
5 ことわざ広場 Hékmetke mayil qurlar رلارۇق لىيام ەكتەمكېھ
6
詩人ラヒムジャン・ロゥズィイエフ氏
が60歳を迎えた
Yalqunluq sha’ir reximjan ruzéyiw 
(hesriti) 60 yashta
 ۋىيېزۇر ناجمىخەر رىئاش قۇلنۇقلاي(ىتىرسەھ) 60  
اتشاي
7 死者の霊魂は我々を励ます Rohlardin medet تەدەم نىدرلاھور
8 ユーモア広場 Seley chaqqan seylide ەدىليەس ناققاچ يەلەس
1 呼びかけ Muraji’et تەئىجارۇم
2 聖なる一歩 Muqeddes qedem مەدەق سەددەقۇم
3 情勢の要求への回答 Weziyet telipige jawab باۋاج ەگىپىلەت تەيىزەۋ
4
「他家の飯は美味く、兄弟の血でも
飲む（利己的行為を批判する諺）」
Yagh yégende yat yaxshi - qan 
ichkende qérindash
 ىشخاي تاي ەدنەگېي غاي -شادنىرېق ەدنەكچىئ ناق
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.17
1995/10/31
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.15
1995/08/31
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.16
1995/09/30
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.14
1995/07/31
5 道徳 Edep we exlaq قلاخەئ ەۋ پەدەئ
6 辛い別れ Éghir judaliq قىلادۇج رىغېئ
7 お別れも言わずに Xosh démey يەمېد شوخ
1
我々はアスカル・アカエフ氏を支持
する
Biz esqer aqayéwning namzatini 
qollaymiz
زىميلالوق ىنىتازمان ڭىنۋېياقائ رەقسەئ زىب
2 プレスリリース Axbarat تارابخائ
3 クッドゥスハーピズが原因のトラブル Quddus hapizdin tutashqan ot توئ ناقشاتۇت نىدزىپاھ سۇددۇق
4
我々の祖国をめぐる訴えが国際問
題化されない理由
Bizning weten dawayimiz néme üchün 
dunya sehnisige chiqalmaywatidu?
ەگىسىنھەس اينۇد نۈچۈئ ەمېن زىمىياۋاد نەتەۋ ڭىنزىب 
؟ۇدىتاۋياملاقىچ
5 永遠に消えないトーチ Menggü öchmes chiragh غارىچ سەمچۆئ ۈگڭەم
6 また我々が残った Yene biz qalduq قۇدلاق زىب ەنەي
7 時代があなたに従わなければ Zaman sanga baqmisa اسىمقاب اڭاس ناماز
1
同胞の皆さま、新年おめでとうござ
います
Yéngi yilinglargha mubarek bolsun 
eziz wetendashlar
رلاشادنەتەۋ زىزەئ نۇسلوب كەرابۇم اغرلاڭىلىي ىڭېي
2
我々は、アスカル・アカエフ氏のキ
ルギｽ大統領再選を心より祝福する
Esqer aqayéwni qirghizistan 
jumhuriyitining prézidéntliqigha qayta 
saylinish bilen semimiy tebrikleymiz
ڭىنىتىيىرۇھمۇج ناتسىزىغرىق ىنۋېياقائ رەقسەئ 
زىميەلكىربەت يىمىمەس نەلىب شىنىلياس اتياق اغىقىلتنېدىزېرپ
3 意見や議論 Pikir we mulahiziler رەلىزىھلاۇم ەۋ رىكىپ
4 「イッティパク」新聞に関する思い ittipaq géziti heqqide oylar رلايوئ ەدىققەھ ىتىزېگ قاپىتتىئ
5
新年に、「イッティパク」新聞に更な
る成功を祈る
ittipaq gézitige yéngi yilda yéngi 
muweppeqiyetler tileymiz
زىميەلىت رەلتەيىقەپپەۋۇم ىڭېي ادلىي ىڭېي ەگىتىزېگ قاپىتتىئ
6 道徳 Edep we exlaq قلاخەئ ەۋ پەدەئ
7 記者団を招いた懇親会 Muxbirlargha uyushturulghan ziyapet تەپايىز ناغلۇرۇتشۇيۇئ اغرلارىبخۇم
8 ウイグル人の民族解放革命 Uyghur xelqining milliy azadliq inqilabi ىبلاىقنىئ قىلدازائ يىللىم ڭىنىقلەخ رۇغيۇئ
9
エイサ・ユスプ・アルプテキン氏の死
去に追悼の意を表明
Eysa yüsüp aliptékinning wapatigha 
teziye bildürimiz
زىمىرۈدلىب ەيىزەت اغىتاپاۋ ڭىننىكېتپىلائ پۈسۈي اسيەئ
1 団結こそ力だ Küch birlikte ەتكىلرىب چۈك
2 民主主義が勝利し続けている Démokratiye ghelibe qilmaqta اتقاملىق ەبىلەغ ەيىتاركومېد
3 イリ史における著名人たち Ili tarixidiki meshhur shexsler رەلسخەش رۇھشەم ىكىدىخىرات ىلىئ
4
父のイミンジャン・バウデｩン氏につ
いて
Dadam iminjan bawdun toghrisida ادىسىرغوت نۇدۋاب ناجنىمىئ ماداد
5 偲ぶ思いの詰まった回想 Séghinishliq eslime ەمىلسەئ قىلشىنىغېس
6 怪しげな会談 Sirliq söhbet تەبھۆس قىلرىس
7 意図的な陰謀 Gherezlik suyiqest تسەقىيۇس كىلزەرەغ
8
「ウイグルスタン解放組織」執行委
員会からのお知らせ
uyghuristan azadliq teshkilati merkizi 
komitétining uqturushi
ڭىنىتېتىموك ىزىكرەم ىتلاىكشەت قىلدازائ ناتسىرۇغيۇئ 
ىشۇرۇتقۇئ
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.19
1995/12/29
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.20, 21
1996/02/29
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.17
1995/10/31
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.18
1995/11/30
9
ハシル・ワヒディ一家が「ウイグルス
タン解放組織」執行委員会に宛てた
書簡
Hashir wahidi a’ilisining "uyghuristan 
azadliq teshkilati" merkizi komitétigha 
mektupi
 ڭىنىسىلىئائ ىدىھاۋ رىشاھ"قىلدازائ ناتسىرۇغيۇئ  
ىتلاىكشەت "ىپۇتكەم اغىتېتىموك ىزىكرەم
10 意見と議論 Pikir we mulahize ەزىھلاۇم ەۋ رىكىپ
11 正しい意見を受け入れましょう Toghra pikirni qobul qilayli ىليلاىق لۇبوق ىنرىكىپ ارغوت
12 無償支援 Xalisane yardem مەدراي ەناسىلاخ
13 プレスリリース Axbarat تارابخائ
14 道徳 Edep we exlaq قلاخەئ ەۋ پەدەئ
15 文学広場 Edebiyat gülzari ىرازلۈگ تايىبەدەئ
16 ことわざ広場 Maqalgha mayil qurlar رلارۇق لىيام اغلاقام
17 我々が祖国を救ったら Wetenni biz qutuldursaq قاسرۇدلۇتۇق زىب ىننەتەۋ
18 ユーモア広場 Seley chaqqan seylide ەدىليەس ناققاچ يەلەس
19
「ウイグルスタン解放組織」の会議
関する情報
uyghuristan azadliq teshkilati plé
nomidin axbarat
تارابخائ نىدىمونېلپ ىتلاىكشەت قىلدازائ ناتسىرۇغيۇئ
20
本物の共産主義と民族政策とは何
か？
Héqiqi sotsiyalizm we milliy siyaset dé
gen néme?
؟ەمېن نەگېد تەسايىس يىللىم ەۋ مزىلايىستوس ىقىقېھ
1 「イッティパク」新聞が復活 ittipaq gézitining qayta yoruq körüshi ىشۈرۆك قۇروي اتياق ڭىنىتىزېگ قاپىتتىئ
2 民族弾圧に対する奮闘 Milliy zulumgha qarshi heriket تەكىرەھ ىشراق اغمۇلۇز يىللىم
3 我々の奮闘経緯 Bizning küresh jeryanimiz زىمىنايرەج شەرۈك ڭىنزىب
4 ロプノール悲劇について Lopnur paji’esi toghrisida risale ەلاسىر ادىسىرغوت ىسەئىجاپ رۇنپول
5
貴重な贈り物　－　ウイグル12ム
カーム
Uyghur 12 muqami - qimmetlik 
sowgha
 رۇغيۇئ12 ىماقۇم  -اغۋوس كىلتەممىق
6 自分自身を認めましょう Özimizni étrap qilayli ىليلاىق پارتېئ ىنزىمىزۆئ
7 「イッティパク」新聞について ittipaq géziti heqqide ەدىققەھ ىتىزېگ قاپىتتىئ
8 母語を学ぼう Ana tilimizni ögineyli ىليەنىگۆئ ىنزىمىلىت انائ
9
世界ウイグルニュースサイト（東トル
キスタン情報センター）の創設
Dunya uyghur axbarat tori quruldi ىدلۇرۇق ىروت تارابخائ رۇغيۇئ اينۇد
1 アミル・トゥムルの誕生から660年 Emir témurgha 660 yil  اغرۇمېت رىمەئ660لىي 
2 90歳を迎えて 90 yilliq bahar sahibi  90 ىبىھاس راھاب قىللىي
3
中国共産党政権の国際詐欺行為
が暴露された
Chin kommunist hökümitining xelq’
araliq aldamchiliqi ashkarilandi
ىقىلىچمادلائ قىلارائقلەخ ڭىنىتىمۈكۆھ تسىنۇمموك نىچ 
ىدنلاىراكشائ
4 意図的な陰謀 Meqsetlik suyiqest تسەقىيۇس كىلتەسقەم
5 祖国の感想 Weten tesiratliri ىرىلتارىسەت نەتەۋ
6 あなた自身が誰の息子か考えてください Sen kimning oghlisen, oylisangchu? ؟ۇچڭاسىليوئ ،نەسىلغوئ ڭىنمىك نەس
7
カザフスタンウイグル人協会の会議 Qazaqistan régi’onalliq uyghur ittipaqi 
plénomidin uchur
نىدىمونېلپ ىقاپىتتىئ رۇغيۇئ قىللانوئىگېر ناتسىقازاق 
رۇچۇئ
8 アクサカル委員会の会議が開催 Aqsaqallar kéngishining yighini ötküzü ىدلۈزۈكتۆئ ىنىغىي ڭىنىشىڭېك رلالاقاسقائ
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.23
1996/09/28
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.22
1996/08/21
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.20, 21
1996/02/29
9
「イッティパク」新聞は二つの言語で
発行されたほうがいい
ittipaq géziti ikki tilda chiqqini yaxshi ىشخاي ىنىققىچ ادلىت ىككىئ ىتىزېگ قاپىتتىئ
10 男の価値は働くことにある Er qedri emgek bilen نەلىب كەگمەئ ىردەق رەئ
11
侮辱行為に苦しんでいるのは誰な
のか？
Xorluqni kimler tartiwatidu? ؟ۇدىتاۋىترات رەلمىك ىنقۇلروخ
12
彼は、永遠に消えない足跡を残して
この世を去った
U öchmes iz qaldurup ketti ىتتەك پۇرۇدلاق زىئ سەمچۆئ ۇئ
1
キルギスタンウイグル「イッティパ
ク」協会の会議に関するニュース
Qirghizistan uyghur "ittipaq" jem’
iyitining plénomidin uchur
 رۇغيۇئ ناتسىزىغرىق"قاپىتتىئ "نىدىمونېلپ ڭىنىتىيىئمەج  
رۇچۇئ
2 慈善行為と若者たち Saxawetlik yashlar رلاشاي كىلتەۋاخاس
3
新聞を購入しましょう Gézitke öz waqtida mushteri bolushni 
untumang
ڭامۇتنۇئ ىنشۇلوب ىرەتشۇم ادىتقاۋ زۆئ ەكتىزېگ
4 筆をもつ人 Moy qelem sahibi ىبىھاس مەلەق يوم
5
ウイグル人とトルコ人の民族的形成
経緯について
Uyghur bilen türk millitining 
shekillinishi
ىشىنىللىكەش ڭىنىتىللىم كرۈت نەلىب رۇغيۇئ
6
国連は、中国政府の対少数民族弾
圧を非難
BDT xitay hökümitining xitay teweside 
yashawatqan az sanliq milletlerge 
qarita qolliniwatqan qebih siyasitini 
ناقتاۋاشاي ەدىسەۋەت ياتىخ ڭىنىتىمۈكۆھ ياتىخ ت د ب 
ھىبەق ناقتاۋىنىللوق اتىراق ەگرەلتەللىم قىلناس زائ 
ەتكەمىلبىيەئ ىنىتىسايىس
7
新たなウイグル人女性学者が誕生 Uyghurshunasliq ilmige yene bir alime 
qoshuldi
ىدلۇشوق ەمىلائ رىب ەنەي ەگىملىئ قىلسانۇشرۇغيۇئ
8
中国の共産主義制度はいずれ崩壊
する
Xitay kommunistik tüzümi haman 
yoqilidu
ۇدىلىقوي ناماھ ىمۈزۈت كىتسىنۇمموك ياتىخ
9 人々の心の中で残り続ける Dostlar qelbide saqlinidu ۇدىنىلقاس ەدىبلەق رلاتسود
1 新年おめでとうございます Yéngi yilinglargha mubarek bolsun نۇسلوب كەرابۇم اغرلاڭىلىي ىڭېي
2 回答 Jawab باۋاج
3
新聞を購入者募集中 ittipaq gézitige mushteri toplash 
dawamlishiwatidu
ۇدىتاۋىشىلماۋاد شلاپوت ىرەتشۇم ەگىتىزېگ قاپىتتىئ
4 世界ウイグルニュースサイトより Dunya uyghur axbarat tori xewerliri ىرىلرەۋەخ ىروت تارابخائ رۇغيۇئ اينۇد
5
最近2ヶ月間で、祖国で起きた一部
の事件
Ana wetende yéqinqi ikki aydin béri 
bolghan qismen weqeler
نەمسىق ناغلوب ىرېب نىديائ ىككىئ ىقنىقېي ەدنەتەۋ انائ 
رەلەقەۋ
6 民族教育に対する残虐行為 Milliy ma’aripqa qilin’ghan yawuzluq قۇلزۇۋاي ناغنىلىق اقپىرائام يىللىم
7 意義ある事は偉い人から始まる Xasiyetlik ish el ulughliridin bashlan’ ناغنلاشاب نىدىرىلغۇلۇئ لەئ شىئ كىلتەيىساخ
8 ルバイヤート Ruba’iylar رلايىئابۇر
9
ウイグル人として生まれたことは誇
りに思う、しかし・・・
Uyghur perzenti bolghanliqimdin 
pexirlinimen, emma...
اممەئ ،نەمىنىلرىخەپ نىدمىقىلناغلوب ىتنەزرەپ رۇغيۇئ...
10 ユーモア広場 Seley chaqqan letipiliri ىرىلىپىتەل ناققاچ يەلەس
1 聖なる日における冷たい思い Ulugh kündiki soghuq tuyghular رلاۇغيۇت قۇغوس ىكىدنۈك غۇلۇئ
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.25
1996/12/25
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.26
1997/01/20
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.23
1996/09/28
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.24
1996/10/31
2トルコの某新聞：　中国共産党の対
東トルキスタン政策に関する「極秘」
文件を入手
Türkiye gézitidin: xitay kommunist 
partiyisining sherqi türkistan heqqidiki 
"eng mexpiy" höjjitini qolgha chüshü
نىدىتىزېگ ەيىكرۈت :ڭىنىسىيىتراپ تسىنۇمموك ياتىخ  
 ىكىدىققەھ ناتسىكرۈت ىقرەش"يىپخەم ڭەئ "ىنىتىججۆھ  
قۇدرۈشۈچ اغلوق
3
キルギス共和国ウイグル「イッティ
パク」協会の会長候補一覧
Qirghizistan jumhuriyetlik uyghur 
"ittipaq" jem’iyitining re’islikige kö
 رۇغيۇئ كىلتەيىرۇھمۇج ناتسىزىغرىق"قاپىتتىئ " 
رلاتازمان نەگلىتىسرۆك ەگىكىلسىئەر ڭىنىتىيىئمەج
4 ニザミディン・セメトフ Nizamidin semetow ۋوتەمەس نىدىمازىن
5 カミルジャン・ニヤゾフ Kamiljan niyazow ۋوزايىن ناجلىماك
6 ニグメット・バザコフ Nighmet bazakow ۋوكازاب تەمغىن
7 ヤルムハンメット・ナスィロフ Yarmuhemmet nasirow ۋورىسان تەممەھۇمراي
8
青少年向けの自然環境保護展覧会
が開催された
Ösmürlerning tebi’et tengpungluqini 
qoghdash körgezmisi échildi
شادغوق ىنىقۇلڭۇپڭەت تەئىبەت ڭىنرەلرۈمسۆئ 
ىدلىچېئ ىسىمزەگرۆك
9 好ましい出来事 Xeyrlik ish شىئ كىلريەخ
10 植民地統治の武器 Mustemlikichilik qorali ىلاروق كىلىچىكىلمەتسۇم
11 白い服を着た悪魔 Aq xalatliq alwastilar رلاىتساۋلائ قىلتلااخ قائ
1 「イッティパク」協会の第3回総会 ittipaq jem’iyitining 3-qurultiyi  ڭىنىتىيىئمەج قاپىتتىئ3-ىيىتلۇرۇق
2 三つの組織が合併した Uch teshkilat birleshti ىتشەلرىب تلاىكشەت چۇئ
3
「イッティパク」執行委員会の第1回
会議
ittipaq merkizi kéngishining 1-yighini  ڭىنىشىڭېك ىزىكرەم قاپىتتىئ1-ىنىغىي
4
我が祖国は巨大監獄になってし
まった・・・
Méning wetinim türmige aylinip ketti... ىتتەك پىنىليائ ەگىمرۈت مىنىتەۋ ڭىنېم
5 子孫たちの将来を考えるなら Ewladimizning kélechikini oylisaq... قاسىليوئ ىنىكىچەلېك ڭىنزىمىدلاۋەئ
6 国際社会に向けての抗議文 Xelq’ara naraziliq قىلىزاران ارائقلەخ
7
ビシュケク市ウイグル人コミュニティ
から国際社会や（国連）人権委員
会、世界の知識人の皆さんに対す
る呼びかけ
Pütün dunya jama’itige, insan hoquqini 
qoghdash komitétlirigha, 
tereqqiyperwer insanlargha bishkek 
shehiridiki uyghur jama’itidin muraji’et
شادغوق ىنىقۇقوھ ناسنىئ ،ەگىتىئاماج اينۇد نۈتۈپ 
كەكشىب اغرلاناسنىئ رەۋرەپيىققەرەت ،اغىرىلتېتىموك 
تەئىجارۇم نىدىتىئاماج رۇغيۇئ ىكىدىرىھەش
8
親愛なる女性の皆さま、「3.8　国際
婦人デー」おめでとうございます
Aldimizda kéliwatqan 8-mart xelq’ara 
ayallar bayrimi bilen barliq xanim-
qizlarni chin qelbimizdin tebriklep, 
ulargha ten saqliq, bext-sa’adet 
 ناقتاۋىلېك ادزىمىدلائ8-ىمىرياب رلالايائ ارائقلەخ ترام  
مىناخ قىلراب نەلىب-نىدزىمىبلەق نىچ ىنرلازىق  
تخەب ،قىلقاس نەت اغرلاۇئ ،پەلكىربەت-تەدائاس  
زىميەلىت
9 詩広場 Shé’iriyet gülzari ىرازلۈگ تەيىرىئېش
10 母親たちへ Anilargha اغرلاىنائ
11 みんなが覚醒した Her taman oyghandi el لەئ ىدناغيوئ نامات رەھ
12 我がウイグルスタン Uyghuristanim مىناتسىرۇغيۇئ
13 祖国への呼びかけ Weten’ge xitab باتىخ ەگنەتەۋ
14 若者たちとの面会 Yashlar bilen ötküzülgen uchrishish شىشىرچۇئ نەگلۈزۈكتۆئ نەلىب رلاشاي
15 感謝 Teshekkür éytimiz زىمىتيېئ رۈككەشەت
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.27
1997/02/24
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.26
1997/01/20
16 意志の強い人 Iradilik insan ناسنىئ كىلىدارىئ
1 ノールズ（春分）の到来 Keldi newruz - newbahar  زۇرۋەن ىدلەك -راھابۋەن
2 本紙の名前が変更された Gézitimiz nami özgertildi ىدلىترەگزۆئ ىمان زىمىتىزېگ
3 合併した三組織が会議を開いた Birleshken uch teshkilat konfrénsiyesi ىسەيىسنېرفنوك تلاىكشەت چۇئ نەكشەلرىب
4 運命 Teqzir رىزقەت
5
アブドゥレシット・イミン氏とその著書
について
Abduréshit imin we uning kitabi 
heqqide
ەدىققەھ ىباتىك ڭىنۇئ ەۋ نىمىئ تىشېرۇدبائ
6
祖国からの手紙：　死を目前にして
発された言葉
Wetendin xet: ölüm aldidiki söz تەخ نىدنەتەۋ :زۆس ىكىدىدلائ مۈلۆئ
7 昼夜を問わず大衆のために働く人
物
Kéche-kündüz xelq xizmitide ەچېك-ەدىتىمزىخ قلەخ زۈدنۈك
8 殉教した同胞たちへ Qurban bolghan qérindashlargha atap پاتائ اغرلاشادنىرېق ناغلوب نابرۇق
9
アムネスティ・インターナショナルは、新
疆で起きている様々な事件を冷静に処
理するよう中国政府に要望
Xelq’ara kechürüm teshkilati xitayni 
shinjangda yüz bériwatqan 
heriketlerge toxtashliq bilen qarashqa 
chaqirdi
زۈي ادڭاجنىش ىنياتىخ ىتلاىكشەت مۈرۈچەك ارائقلەخ 
اقشاراق نەلىب قىلشاتخوت ەگرەلتەكىرەھ ناقتاۋىرېب 
ىدرىقاچ
10 人生と運命 Hayat we teqdir رىدقەت ەۋ تاياھ
11 同郷たちのことを誇りに思います Yurtdishim bilen pexirlinimen نەمىنىلرىخەپ نەلىب مىشىدترۇي
1 「良心の声」紙への反応 wijdan awazi géziti ré’aksiyisidiki 
uchrishish
شىشىرچۇئ ىكىدىسىيىسكائېر ىتىزېگ ىزاۋائ نادجىۋ
2 「タクラマカン」組織の活動 teklimakan teshkilatining pa’aliyetliri ىرىلتەيىلائاپ ڭىنىتلاىكشەت ناكامىلكەت
3 世界ウイグルニュースサイトより Dunya uyghur axbarat tori xewerliri ىرىلرەۋەخ ىروت تارابخائ رۇغيۇئ اينۇد
4 血なまぐさい弾圧が続いている Qanliq basturush dawamlashmaqta اتقامشلاماۋاد شۇرۇتساب قىلناق
5
同胞たちのモスクワでの活動 Wetendashlirimizning moskwadiki pa’
aliyetliri
ىرىلتەيىلائاپ ىكىداۋكسوم ڭىنزىمىرىلشادنەتەۋ
6 人権の尊重を Insan hoquqliri hörmet qilinsun نۇسنىلىق تەمرۆھ ىرىلقۇقوھ ناسنىئ
7 何処で生きるかは運命によるもの
だ
Rizqi nede bolsa, adem shu yerde ەدرەي ۇش مەدائ ،اسلوب ەدەن ىقزىر
8 善心な人 Qelbi pak insan ناسنىئ كاپ ىبلەق
9 詩広場 Shé’iriyet gülzari ىرازلۈگ تەيىرىئېش
10 自分で解決策を考えてください Özüng tapqin dawani ىناۋاد نىقپات ڭۈزۆئ
11 足跡 Izlar رلازىئ
12 「解放」ラジオニュース azadliq radi’osi xewiri ىرىۋەخ ىسوئىدار قىلدازائ
13 最後のニュース Axirqi xewerler رەلرەۋەخ ىقرىخائ
1 我々は全力で支持する Qollap quwwetleymiz زىميەلتەۋۋۇق پلالوق
2
「ザィンゲル（鮮やかな色）」チャンネ
ルにおけるウイグル語放送
Zengger ékrandiki uyghurche körsitish شىتىسرۆك ەچرۇغيۇئ ىكىدناركېئ رەگڭەز
3
祖国からの手紙：　母親たちへの侮
辱は許されない
Wetendin xet: anilar xorlanmisun تەخ نىدنەتەۋ :نۇسىمنلاروخ رلاىنائ
4 世界ウイグルニュースサイトより Dunya uyghur axbarat tori xewerliri ىرىلرەۋەخ ىروت تارابخائ رۇغيۇئ اينۇد
ىزاۋائ نادجىۋ
Wijdan awazi
ヴィジダン　アワズィ
（良心の声）
No.29
1997/04/30
ىزاۋائ نادجىۋ
Wijdan awazi
ヴィジダン　アワズィ
（良心の声）
No.30
1997/05/31
قاپىتتىئ
Ittipaq
イッティパク
（団結）
No.27
1997/02/24
ىزاۋائ نادجىۋ
Wijdan awazi
ヴィジダン　アワズィ
（良心の声）
No.28
1997/03/31
5
ウイグルスタン解放組織の会議に
関する情報
Uyghuristan azadliq teshkilatining plé
nomidin uchurlar
رلارۇچۇئ نىدىمونېلپ ڭىنىتلاىكشەت قىلدازائ ناتسىرۇغيۇئ
6 自由を愛するわが民族に感謝 Erkperwer millitimge rehmet تەمھەر ەگمىتىللىم رەۋرەپكرەئ
7 恩師に頭を下げたい Ustazgha tezim مىزەت اغزاتسۇئ
8 詩広場 Shé’iriyet gülzari ىرازلۈگ تەيىرىئېش
1
学者の死に皆が悲しむ：　彼は公衆
の心の中で永遠に生き続ける
Alim wapati - alem qayghusi: 
zamandashlirining qelbide menggü 
yashaydu
 ىتاپاۋ مىلائ -ىسۇغياق مەلائ :ەدىبلەق ڭىنىرىلشادناماز  
ۇدياشاي ۈگڭەم
2 世界ウイグルニュースサイトより Dunya uyghur axbarat tori xewerliri ىرىلرەۋەخ ىروت تارابخائ رۇغيۇئ اينۇد
3
ウイグルスタンにおける偽物の自治
の数々
Uyghuristandiki saxta aptonomiyiler رەلىيىمونوتپائ اتخاس ىكىدناتسىرۇغيۇئ
4 （詩） Plash we xenjer jengchisi ىسىچڭەج رەجنەخ ەۋ شلاپ
5 歴史資料 Tarixi melumat تامۇلەم ىخىرات
6 良心の声から生まれた「良心の声」 Wijdan awazidin törelgen "wijdan  نەگلەرۆت نىدىزاۋائ نادجىۋ"ىزاۋائ نادجىۋ "
7 「良心の声」紙に対する意見 wijdan awazi gézitige inkas ساكنىئ ەگىتىزېگ ىزاۋائ نادجىۋ
8
ウイグル人学者らを記念する集い Uyghur alimlirigha béghishlan’ghan enj
ümen
نەمۈجنەئ ناغنلاشىغېب اغىرىلمىلائ رۇغيۇئ
9 後継者がいなければ・・・ Iz basaring bolmisa... اسىملوب ڭىراساب زىئ
10 30年間にわたる旅 30 yil seperde 30 ەدرەپەس لىي
1
同郷たちを襲った悲劇を聞いてから
の思い
Yurtdashlirimizning paji’esini 
anglighandin kéyinki oylar
لايوئ ىكنىيېك نىدناغىلڭائ ىنىسەئىجاپ ڭىنزىمىرىلشادترۇي
2
ウイグルスタンを占領している中国
人らによる血なまぐさい弾圧が続い
ている
Uyghuristandiki xitay mustemlikichiliri 
özlirining qanliq heriketlirini yene 
dawamlashturmaqta
ڭىنىرىلزۆئ ىرىلىچىكىلمەتسۇم ياتىخ ىكىدناتسىرۇغيۇئ 
اتقامرۇتشلاماۋاد ەنەي ىنىرىلتەكىرەھ قىلناق
3
人間は、祖国が無事であって、初め
て健康でいられる
Ana yurtung aman bolsa, renggi 
royung saman bolmas
ساملوب ناماس ڭۇيور ىگڭەر ،اسلوب نامائ ڭۇترۇي انائ
4 祖国の持ち主の皆さんに言いたい
こと
Weten igilirige éytqanlirim مىرىلناقتيېئ ەگىرىلىگىئ نەتەۋ
5 死者の霊魂は我々を励ます Rohlardin medet تەدەم نىدرلاھور
6 正義なき裁きの数々 Naheq jazalar رلاازاج قەھان
7 人の命を守る仕事について Insan hayatini saqlash xizmitige ەگىتىمزىخ شلاقاس ىنىتاياھ ناسنىئ
1 ウイグルスタン問題とアメリカ Uyghuristan mu’emmasi we amérika اكىرېمائ ەۋ ىساممەئۇم ناتسىرۇغيۇئ
2 証拠 Delil we ispat تاپسىئ ەۋ لىلەد
3 ウイグル人の人口をめぐる謎 Uyghurlarning nopusidiki sir رىس ىكىدىسۇپون ڭىنرلارۇغيۇئ
4
「空の王」アディル・ホシュル氏が長
江を13分で渡って、世界ギネス記録
を作った
asman shahi adil hoshur changjyang 
deryasidin 13minutta ötüp dunya jinnis 
rékortini yaratti
نىدىسايرەد ڭايجڭاچ رۇشوھ لىدائ ىھاش نامسائ 
13ىتتاراي ىنىتروكېر سىننىج اينۇد پۈتۆئ اتتۇنىم
ىزاۋائ نادجىۋ
Wijdan awazi
ヴィジダン　アワズィ
（良心の声）
No.33
1997/08/30
ىزاۋائ نادجىۋ
Wijdan awazi
ヴィジダン　アワズィ
（良心の声）
No.31
1997/06/30
ىزاۋائ نادجىۋ
Wijdan awazi
ヴィジダン　アワズィ
（良心の声）
No.32
1997/07/31
ىزاۋائ نادجىۋ
Wijdan awazi
ヴィジダン　アワズィ
（良心の声）
No.30
1997/05/31
5 世界ウイグルニュースサイトより Dunya uyghur axbarat tori xewerliri ىرىلرەۋەخ ىروت تارابخائ رۇغيۇئ اينۇد
6
東トルキスタンでは民族の裏切り者
を始末する運動が活発化している
Sherqi türkistanda xa’inlarni 
ujuqturush herikiti kücheymekte
ىتىكىرەھ شۇرۇتقۇجۇئ ىنرلانىئاخ ادناتسىكرۈت ىقرەش 
ەتكەميەچۈك
7
「新疆ウイグル自治区」から派遣さ
れた秘密警察が上海でスパイ工作
Shinjang uyghur aptonom rayonidin 
barghan mexpiy saqchining 
shangxeyde jasus orunlashturushi
يىپخەم ناغراب نىدىنويار مونوتپائ رۇغيۇئ ڭاجنىش 
ىشۇرۇتشلانۇروئ سۇساج ەديەخڭاش ڭىنىچقاس
8
中国人県長が災害に遭ったペイズ
ワット市民に対して「同情」した
Apetke uchrighan peyzawat xelqige 
xitay hakimining "hésdashliqi"
ڭىنىمىكاھ ياتىخ ەگىقلەخ تاۋازيەپ ناغىرچۇئ ەكتەپائ 
"ىقىلشادسېھ"
9
8月19日の朝に、ウルムチ市辺疆ホ
テル前で起きた血なまぐさい事件
19-awghust küni etigenliki ürümchi 
shehri "benjang"méhmanxanisining 
aldida yüz bergen qanliq weqe
19-ىرھەش ىچمۈرۈئ ىكىلنەگىتەئ ىنۈك تسۇغۋائ 
" ڭاجنەب"ەقەۋ قىلناق نەگرەب زۈي ادىدلائ ڭىنىسىناخنامھېم
10
アメリカで出版された経済雑誌に掲
載された東トルキスタンに関する記
事
Amérikida neshr qilinidighan "iqtisad" 
zhurnilining sherqi türkistan toghrisidiki 
xewiri
 ناغىدىنىلىق رشەن ادىكىرېمائ"داسىتقىئ "ىقرەش ڭىنىلىنرۇژ  
ىرىۋەخ ىكىدىسىرغوت ناتسىكرۈت
11 時間が流れていく証明 Yillar guwahchisi ىسىچھاۋۇگ رلالىي
12 子供たちは我々の将来である Balilar bizning kélechikimiz زىمىكىچەلېك ڭىنزىب رلاىلاب
13
「良心の声」紙への関心が高まって
いる
wijdan awazi gha qiziqish kü
cheymekte
ەتكەميەچۈك شىقىزىق اغ ىزاۋائ نادجىۋ
14 良心の悲鳴 Wijdan nidasi ىسادىن نادجىۋ
15
「良心の声」紙は我々の足りないと
ころを埋めている
wijdan awazi bizdiki kem boshluqni 
tolduridu
ۇدىرۇدلوت ىنقۇلشوب مەك ىكىدزىب ىزاۋائ نادجىۋ
16
ウイグルスタン解放組織の第2回総
会からの情報
Uyghuristan azadliq teshkilatining 2-
qurultiyidin uchur
 ڭىنىتلاىكشەت قىلدازائ ناتسىرۇغيۇئ2-نىدىيىتلۇرۇق  
رۇچۇئ
1 奮闘に満ちた時代の勇敢な闘士 Küreshchan yillarning batur küychisi ىسىچيۈك رۇتاب ڭىنرلالىي ناچشەرۈك
2 悲鳴 Peryad دايرەپ
3
「良心の声」紙の購入者募集中 wijdan awazi gha mushteri toplash 
bashlandi
ىدنلاشاب شلاپوت ىرەتشۇم اغ ىزاۋائ نادجىۋ
4 イスラム教は弾圧に反対する Islam dini zulumgha qarshi ىشراق اغمۇلۇز ىنىد ملاسىئ
5 世界ウイグルニュースサイトより Dunya uyghur axbarat tori xewerliri ىرىلرەۋەخ ىروت تارابخائ رۇغيۇئ اينۇد
6
東トルキスタンのアクス地区は当局
に包囲された
Sherqi türkistanning aqsu tewesi 
muhasirige élindi
ىدنىلېئ ەگىرىساھۇم ىسەۋەت ۇسقائ ڭىنناتسىكرۈت ىقرەش
7 中国の新たなやり方 Xitayning yéngi usuli ىلۇسۇئ ىڭېي ڭىنياتىخ
8 アメリカの声：チベットと新疆 amérika awazi: tibet we shinjang ىزاۋائ اكىرېمائ :ڭاجنىش ەۋ تەبىت
9 中国共産党の第15期大会について Xitay kompartiyisining 15-kon’grisida  ڭىنىسىيىتراپموك ياتىخ15-ادىسىرگنوك
10 ワシントンにおける解放運動 Washin’gtondiki azadliq heriket تەكىرەھ قىلدازائ ىكىدنوتگنىشاۋ
11 希望や夢が崩壊されつつある Arzu-armanlar yoqqa chiqmaqta ۇزرائ-اتقامقىچ اققوي رلانامرائ
12 悲しい日々 Qayghuluq künler رەلنۈك قۇلۇغياق
ىزاۋائ نادجىۋ
Wijdan awazi
ヴィジダン　アワズィ
（良心の声）
No.33
1997/08/30
ىزاۋائ نادجىۋ
Wijdan awazi
ヴィジダン　アワズィ
（良心の声）
No.34
1997/09/30
13 夢を持って生きるべき Meslek bilen yashash kérek كەرېك شاشاي نەلىب كەلسەم
14 子供たちが我々の将来である Balilar bizning kélechikimiz زىمىكىچەلېك ڭىنزىب رلاىلاب
15 彼は我々の心の中で生きている U bizning qelbimizde ەدزىمىبلەق ڭىنزىب ۇئ
16 ことわざ広場 Maqalgha mayil qurlar رلارۇق لىيام اغلاقام
17
偉大なるウイグル人の誕生日が記
念された
Uyghur serdarining tewelluti xatirilendi ىدنەلىرىتاخ ىتۇللەۋەت ڭىنىرادرەس رۇغيۇئ
18
人々のために人生を捧げて働く人
物
Jama’et xizmitige ishtiyaq baghlighan 
insan
ناسنىئ ناغىلغاب قايىتشىئ ەگىتىمزىخ تەئاماج
19 クルミの秘密 Yangaqning siri ىرىس ڭىنقاڭاي
1
子孫たちの恩人　－　ジャマル・タラ
ンチ
Ewladlar ghemxori - jamal taranchi  ىروخمەغ رلادلاۋەئ -ىچنارات لاماج
2 火焔山のふもとで嵐 yalquntagh étikide boran ناروب ەدىكىتېئ غاتنۇقلاي
3 故郷のお偉いさん Yurt mötiwiri ىرىۋىتۆم ترۇي
4 ウイグル人コミュニティを訪問 Uyghur jama’iti bilen uchrishish شىشىرچۇئ نەلىب ىتىئاماج رۇغيۇئ
5 世界ウイグルニュースサイトより Dunya uyghur axbarat tori xewerliri ىرىلرەۋەخ ىروت تارابخائ رۇغيۇئ اينۇد
6 中国の弾圧の下で Xitay zulumning astida ادىتسائ ڭىنمۇلۇز ياتىخ
7
国連人権理事会が中国を訪問する
予定になっている
BDT ning insan hoquqini qoghdash 
komissiyisi xitaygha baridu
ىسىيىسسىموك شادغوق ىنىقۇقوھ ناسنىئ ڭىن ت د ب 
ۇدىراب اغياتىخ
8
東トルキスタンの北部で大規模な爆
発が起きた
Sherqi türkistanning shimalida chong 
partlash weqesi yüz berdi
ىسەقەۋ شلاتراپ ڭوچ ادىلامىش ڭىنناتسىكرۈت ىقرەش 
ىدرەب زۈي
9 西安における回族のデモ Tungganlarning shi’endiki namayishi ىشىيامان ىكىدنەئىش ڭىنرلاناگڭۇت
10
ウズベキスタン放送局ウイグル語
部門放送開始から50年
Özbékistan téléradi’osi terkibide 
uyghur bölümining échilghanliqigha 50 
ڭىنىمۈلۆب رۇغيۇئ ەدىبىكرەت ىسوئىدارېلېت ناتسىكېبزۆئ 
 اغىقىلناغلىچېئ50لىي 
11 善良な人 Diyanetlik adem مەدائ كىلتەنايىد
12 各曜日の特徴 Künlerning alahidiliki ىكىلىدىھلاائ ڭىنرەلنۈك
13 驚くべき出来事 Heyran qalarliq weqe ەقەۋ قىلرلااق ناريەھ
1 本紙1998年度の購入者募集中 Gézitimizge 1998-yilgha mushteri 
toplash ishi dawam qilmaqta
 ەگزىمىتىزېگ1998-ماۋاد ىشىئ شلاپوت ىرەتشۇم اغلىي  
اتقاملىق
2
祖国の運命問題が時代のテーマに
なっている
Weten teqdiri hazirqi zaman sehniside ەدىسىنھەس ناماز ىقرىزاھ ىرىدقەت نەتەۋ
3
このページは、東トルキスタン共和
国53周年記念に捧げる
Bu betni sherqi türkistan 
jumhuriyitining 53yilliqigha bé
 ڭىنىتىيىرۇھمۇج ناتسىكرۈت ىقرەش ىنتەب ۇب53اغىقىللىي  
زىميلاشىغېب
4 子孫たちの誇り Ewladlirimizning pexri ىرخەپ ڭىنزىمىرىلدلاۋەئ
5 我々の何処が奴らより下なのか？ Bizning ulardin nerimiz kem? ؟مەك زىمىرەن نىدرلاۇئ ڭىنزىب
6 世界ウイグルニュースサイトより Dunya uyghur axbarat tori xewiri ىرىۋەخ ىروت تارابخائ رۇغيۇئ اينۇد
7 ウイグル人女性のアメリカ議会演説 Uyghur qizi a q sh kon’grisida sözge ىتقىچ ەگزۆس ادىسىرگنوك ش ق ائ ىزىق رۇغيۇئ
8
中国の政策の人道性には疑問が多
い
Xitay siyasitining insanperwerliki 
guman astida
ادىتسائ نامۇگ ىكىلرەۋرەپناسنىئ ڭىنىتىسايىس ياتىخ
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9
米議会下院が「ラジオ・フリー・アジ
ア」の放送時間を延長することに関
する決議を採択
A Q Sh kon’grisining töwenki palatasi 
"erkin asiya radi’osi" ning anglitish 
waqtini kéngeytish toghrisida toxtam 
 ىساتلااپ ىكنەۋۆت ڭىنىسىرگنوك ش ق ائ"ايىسائ نىكرەئ  
ىسوئىدار "ادىسىرغوت شىتيەڭېك ىنىتقاۋ شىتىلڭائ ڭىن  
ىدلىق لۇبوق ماتخوت
10 祖国からの手紙 Wetendin xewerler رەلرەۋەخ نىدنەتەۋ
11 短編物語 Kichik hékayiler رەلىياكېھ كىچىك
12 故郷訪問に際して Yurtumni ziyaret qilghinimda... ادمىنىغلىق تەرايىز ىنمۇترۇي
1 新年、おめでとうございます Yéngi yilinglargha mubarek bolsun نۇسلوب كەرابۇم اغرلاڭىلىي ىڭېي
2 抹殺された革命 Boghup tashlan’ghan inqilab بلاىقنىئ ناغنلاشات پۇغوب
3
ドラマ監督ジャラル・アスムの誕生
から90年
Dramatorg jalal asimning tewellutigha 
90 yil
 اغىتۇللەۋەت ڭىنمىسائ للااج گروتامارد90لىي 
4 「良心の声」紙のカザフスタンページ wijdan awazi gézitining qazaqistan ىسىپىھەس ناتسىقازاق ڭىنىتىزېگ ىزاۋائ نادجىۋ
5
ようこそ志を継承する者たちの死後
の世界へ
Mirasgah dergahigha merhemet تەمەھرەم اغىھاگرەد ھاگسارىم
6
世界ウイグルニュースサイト（東トル
キスタン情報センター）より
Dunya uyghur axbarat tori xewerliri ىرىلرەۋەخ ىروت تارابخائ رۇغيۇئ اينۇد
7 精神的な苦しみ Rohi azab بازائ ىھور
8
世界人権デー Dunya boyiche insan hoquqini himaye 
qilish küni
ىنۈك شىلىق ەيامىھ ىنىقۇقوھ ناسنىئ ەچىيوب اينۇد
9
アクス地区アワット県で民族の裏切
り者2人が殺害された
Aqsu wilayitining awat nahiyiside ikki 
milliy munapiq öltürüldi
قىپانۇم يىللىم ىككىئ ەدىسىيىھان تاۋائ ڭىنىتىيلاىۋ ۇسقائ 
ىدلۈرۈتلۆئ
10
中国当局は、2月5日グルジャ事件
を「反革命運動」と非難するよう公
衆に強制している
Xitay hökümiti 5-féwral ili weqesini 
"eksil’inqilabi heriket" déyishke xelqni 
mejburlimaqta
 ىتىمۈكۆھ ياتىخ5-ىنىسەقەۋ ىلىئ لارۋېف  
" تەكىرەھ ىبلاىقنىئلىسكەئ "ىنقلەخ ەكشىيېد  
اتقامىلرۇبجەم
11
ジュンガル盆地で埋蔵量一億トンの
新たな油田が発見
Jungghariye oymanliqidin 100milyon 
tonniliq yene bir néfitlik bayqaldi
 نىدىقىلناميوئ ەيىراغڭۇج100رىب ەنەي قىلىننوت نويلىم  
ىدلاقياب كىلتىفېن
12
東トルキスタンでは、中国当局によ
る過酷な弾圧が続いている
Xitay hökümitining wehshiylikliri sherqi 
türkistanda yene dawam qilmaqta
ادناتسىكرۈت ىقرەش ىرىلكىليىشھەۋ ڭىنىتىمۈكۆھ ياتىخ 
اتقاملىق ماۋاد ەنەي
13 短いニュース Qisqa xewerler رەلرەۋەخ اقسىق
14
オランダのラジオ局がウイグル人を
紹介する番組を放送
Gollandiye radi’osi uyghurlarni 
tonushturdi
ىدرۇتشۇنوت ىنرلارۇغيۇئ ىسوئىدار ەيىدنلالوگ
15
ウイグル人の家庭、人間関係に関
する習慣
Uyghurlarning a’ile, kishilik munasiwet 
adetliri
ىرىلتەدائ تەۋىسانۇم كىلىشىك ،ەلىئائ ڭىنرلارۇغيۇئ
16 人々の心の中で残り続ける Dostlar qelbide saqlinidu ۇدىنىلقاس ەدىبلەق رلاتسود
17 友好の絆は切れない Dostluq rishtisi üzülmeydu ۇديەملۈزۈئ ىسىتشىر قۇلتسود
18 民族を愛する人物 Milletperwer insan ناسنىئ رەۋرەپتەللىم
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